
程
順
則
は
、

枕
山
楼
と
い
っ
た
。

『
枕
山
楼
詩
集
』
の
林
諜
の
序
文
に
「
自
余
庚
戌
、
得

陳
元
輔
（
字
昌
其
）

は
、
福
建
省
•
福
州
の
人
で
、
そ
の
書
斎
の
堂
号
を

交
昌
其
、
時
方
束
髪
」
と
あ
り
、
庚
戌
(
-
六
七

0
年
・
康
熙
九
）
に
「
束

髪
」
（
十
五
歳
）
だ
と
す
る
と
、

一
六
五
六
年
（
順
治
十
三
）
生
ま
れ
と
な
る
。

程
順
則
（
名
護
親
方
寵
文
）
は
、

一
六
六
三
年
（
康
熙
二
）
に
生
ま
れ
て
い

る
か
ら
、
程
順
則
よ
り
も
数
え
で
八
歳
年
長
で
あ
る
。
程
順
則
の
編
纂
し
た

『
中
山
詩
文
集
』
所
収
「
雪
堂
贈
言
」
に
は
「
候
補
県
丞
」
と
あ
る
の
で
、

役
人
と
し
て
は
地
方
官
吏
で
お
わ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
没
年
は
未
詳
。

一
六
八
三
年
（
康
熙
二
十
二
）
二
十

一
歳
の
時
、
勤
学
（
福

州
で
勉
学
す
る
留
学
生
）
と
な
っ
て
福
州
に
赴
き
、
八
七
年
（
康
熙
二
十
六
）

五
月
ま
で
滞
在
し
、

二
年
後
に
再
度
渡
間
し
て
九

一
年
（
康
熙
三
十）

は
さ
ん
で
福
州
の
陳
元
輔
・
竺
天
植
（
字
鏡
筍
）

ま
で

滞
在
し
て
い
る
。
こ
の
二
十

一
歳
か
ら
二
十
九
歳
ま
で
の
間
、

二
年
の
時
を

の
門
下
で
学
ん
だ
。
こ
の

間
、
福
州
の
役
人
や
詩
人
た
ち
と
交
流
を
重
ね
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
、

陳
元
輔
と
の
交
流
は
師
弟
愛
と
人
間
愛
に
満
ち
た
も
の
と
し
て
際
立
っ
て
い

は
じ
め
、

た
と
え
ば
、
陳
元
輔
は
程
順
則
の
母
親
を
讃
え
る
「
程
太
母
恭
人
伝
」
を

一
七
0
二
年
（
康
熙
四
十
一
）
に
十
四
歳
で
夭
逝
し
た
次
男
程
掲

万
の
作
品
集
「
焚
余
稿
」
の
序
文
、

序
文
な
ど
、
程
順
則
の
著
作
の
ほ
か
、

『
指
南
広
義
」

「
雪
堂
紀
栄
詩
」
序
文
、

言
」
な
ど
程
氏
を
讃
え
る
文
章
を
書
い
て
い
る
。
一

方
、
程
順
則
は
陳
元
輔

の

『枕
山
楼
詩
集
』
『
枕
山
楼
文
集
』
、
『
枕
山
楼
拾
玉
詩
話
』
（
『
枕
山
楼
課
児

詩
話
J

)

な
ど
を
、
自
費
を
投
じ
て
出
版
し
て
い
る
。
両
者
の
交
流
が
い
か
に

（
琉
球
館
）
を
舞
台
に
し
て
、
程
順
則
を
は
じ
め
多
く
の
琉
球
人
と
の
交
流

が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
『
中
山
詩
文
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る

「
中
山
自
了
伝
」
、
曾
益
の
「
執
圭
堂
詩
草
」
序
文
、
察
鐸
の
「
観
光
堂
遊
草
」

で
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
陳
元
輔
の
著
作
に
は
、
琉
球
と
清
国
の

官
吏
や
詩
人
た
ち
が
、
両
国
の
友
好
的
な
外
交
関
係
に
支
え
ら
れ
て
、
き
わ

め
て
深
い
人
間
的
な
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
た
こ
と
が
表
れ
て
い
る
。

冊
封
使
と
そ
の
従
者
の
著
作
を
除
け
ば
、
清
国
に
お
い
て
こ
れ
ほ
ど
多
彩

従
者
ら
の
記
録
は
、
ど
う
し
て
も
公
的
な
色
あ
い
が
濃
く
な
る
こ
と
を
避
け

難
い
が
、
陳
匹
輔
の
文
章
や
詩
に
は
、
作
者
自
身
の
心
情
は
も
ち
ろ
ん
、
海

を
越
え
て
や
っ
て
き
た
琉
球
人
の
夢
や
気
概
、
挫
折
の
悲
哀
や
郷
愁
な
ど
、

な
琉
球
関
係
記
録
を
残
し
た
人
物
は
稀
で
あ
る
。
し
か
も
、
冊
封
使
と
そ
の

序
文
な
ど
も
、
琉
球
人
と
の
日
常
的
な
行
き
来
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
た
も
の

『枕
山
楼
詩
集
」
『
枕
山
楼
文
集
j

を
見
る
と
、
陳
元
輔
は
福
州
の
柔
遠
駅

親
密
な
も
の
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

は
じ
め
に

陳
冗
輔
の
漢
詩
と
琉
球

ー
『
枕
山
楼
詩
集
」
を
中
心
に
し
て
1

上

里

賢

「
雪
堂
贈

「
雪
堂
燕
遊
草
」
序
文
、

る
。
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上
に

0
印
を
付
し
て
あ
る
。

一
八

0
四
年
）
の
印
の
あ
る
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
。

た
も
の
か
、
今
後
の
調
査
に
ま
ち
た
い
。

一
、
こ
こ
で
紹
介
す
る
『
枕
山
楼
詩
集
』
は
、
程
順
則
（
名
護
親
方
寵
文
）

も
の
で
あ
る
。
同
じ
体
裁
の

が
、
も
と
も
と
―
つ
の
峡
に
入
っ
て
い
た
も
の
か
、
別
々
に
な

っ
て
い

一
、
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
は
、
昌
平
坂
学
問
所
、
文
化
甲
子
（
文
化
元
年

・

一
、
テ
キ
ス
ト
に
は
、
所
蔵
者
の
手
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
旬
読
点
、
圏
点
、

注
記
が
あ
る
他
、

二
つ
の
序
文
に
は
訓
点
も
付
い
て
い
る
。

一
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
作
品
は
、
作
者
の
陳
元
輔
と
琉
球
の
詩
人
と
の
関
係

が
直
接
詠
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
作
品
に
限
定
し
、
目
次
の
詩
題
の

一
、
作
品
の
原
文
に
は
、

で
き
る
だ
け
テ
キ
ス
ト
の
本
文
で
使
用
さ
れ
て
い

る
文
字
を
使
う
こ
と
に
し
た
が
、
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
俗
字、

異
体
字
、
別
体
、
古
字
、
本
字
な
ど
は
通
行
体
に
改
め
た
。
ま
た
、

読

『
枕
山
楼
文
集
』
と

一
対
を
成
し
て
い

る

が
、
そ
の
師
で
あ
る
陳
元
輔
（
字
昌
其
）
の
詩
集
を
自
贅
で
出
版
し
た

凡

例

右
傍
に

持
っ
て
い
る
。
そ
の

一
端
を
紹
介
す
る
所
以
で
あ
る
。

遣
い
に
改
め
た
。

人
生
の
諸
相
も
反
映
さ
れ
て
お
り
、
冊
封
使
録
な
ど
と
は
違
っ
た
魅
力
を

み
下
し
で
は
旧
字
体
は
で
き
る
だ
け
新
字
体
に
、
仮
名
遣
い
も
新
仮
名

一
、
テ
キ
ス
ト
の
中
で
明
ら
か
に
誤
字
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
そ
の
正
字
を

（

力

）

と
記
し
た
。
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題
王
氏
草
堂

過
芝
山
別
裡
訪
慧
源
上
人

景
陵
謁
鍾
伯
敬
調
友
夏
雨
先
生
祠

玉
山
明
府
都
弘
景
先
生
招
飲
恰
閣

懐
林
子
秀

題
酒
家
姫
扇
頭
井
引

懐
張
士
升

南
昌
寄
家
書

無
題
（
三
首
）

仙
棗
亭
観
呂
祖
睡
像

滴
露
薔
訪
璽
直
大
師

贈
洒
水
別
駕
陸
士
侃

遊
白
雲
寺

寄
灌
暉
明

烏
石
清
泉
亭

那
中
寄
懐
林
二
恥

猿 じヽ蒋 鴬

丹
陽
暁
行

登
鼓
山
男
削
峰

釣
龍
憂
懐
古

九
日
登
凌
雷
豪

病
馬
（
九
首
）

豫
章
送
顔
俄
懐
之
陳
練
戎
署
中

暁
雨
渡
新
道

軍
中
雑
詩
（
四
首
）

送
金
西
玉
参
軍
涵
江

送
高
子
厚
明
府
移
居
桂
湖

寧
陽
署
中
感
事

安
仁
湊
暁
骰

陸
士
侃
署
中
観
劇

壽
都
弘
景
先
生

有
感

（
荘
力
）

莫
春
李
乾
生
招
飲
越
日
乾
生
有
建
州
之
行

賓
剣
行

〇

序

林

渾

病
宿
義
湊

序

鄭
宗
圭

楓
葉

竹
酔
日
同
元
聟
叔
訪
林
二
恥
於
晩
香
園

『枕
山
棲
詩
集
』
目
次

尋
梅
埠
故
址
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〇
題
鄭
克
叙
小
影
（
二
首
）

送
林
子
秀
之
建
州

安
兵
部
得
男
索
詩

〇
送
魏
牧
公
入
貢

乾
灘
留
別
璽
直
上
人
還
問

楚
江
春
思
（
五
首
）

楚
中
即
事
（
五
首
）

都
西
豊
招
飲

都
射
臣
招
飲

雪
夜
讀
杜
詩

〇
送
曾
虞
臣
入
貢

〇
贈
梁
得
渭

〇
曾
子
浴
蹄
自
長
湊
典
予
同
過
境
河
古
騨
訪
梁
得
聟
夜
話
井
索
其
新
詩
讀
之

0
上
巳
仝
梁
本
寧
得
聟
得
済
陳
魯
水
金
浩
然
遊
烏
石
山
観
朱
夫
子
石
室
清
隠

石
刻

0
秋
夜
望
中
棲
懐
梁
本
寧

0
秋
夜
望
中
棲
懐
梁
得
清

〇
送
察
聟
亭
入
貢

〇
十
二
夜
察
文
敏
竹
棲
坐
月
遅
竺
鏡
筍
不
至

〇
冬
夜
同
王
孔
錫
王
邦
薔
集
梁
得
聟
山
棲
夜
話
分
得
湊
字
（
二
首）

〇
雨
夜
留
宿
察
禎
薔
山
棲
同
竺
鏡
5

均
詩
話

送
林
介
人
之
景
陵
署
中
省
親

送
僧
重
登
方
丈

懐
庶
若
采

懐
曾
子
浴
参
軍
長
湊

喜
叔
志
三
入
沖

0
秋
夜
望
中
棲
懐
梁
得
消

0
春
日
留
飲
周
熙
臣
山
棲

0
春
抄
塊
川
阻
雨
因
過
察
聟
亭
山
棲
茶
話

望
中
棲
餞
春
（
二
首
）

家
逸
甫
移
居
城
東

送
林
介
人
重
遊
党
陵

秋
夜
尋
僧
不
遇

0
秋
江
雨
没
同
雪
堂
諸
子

烏
石
山
尋
蝠
桃
埠
石
刻

〇
吾
兄
詩
酒
織
陶
君
為
中
山
程
寵
文
賦

0
江
棲
雨
夜
集
飲
越
日
察
文
敏
鰈
中
山

0
夏
抄
同
諸
子
雪
堂
夜
飲
得
秋
字

〇
喜
同
王
孔
錫
慮
若
采
夜
集
程
寵
文
雪
堂
話
月
分
得
七
陽

秋
日
騨
棲
寄
懐
成
均
諸
子

秋
日
郊
行

十
六
夜
南
棲
酔
月

題
螢

題
董
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秋
懐
(
+
首
）

林
二
恥
避
乱
人
城
過
枕
山
棲
話
藉
（
二
首）

惟
宗
遊
鶴
巣
作
次
約
却
寄

難
峰
雑
感
(
+
首
）

過
鳳
坂
留
飲
高
以
嘉
山
齋

留
別
潜
園
主
人

登
釣
龍
憂
観
陸
帥
守
全
問
第
一
江
山
石
刻

境
川
九
日

0
夜
宴
程
氏
雪
堂

過
花
封
藉
宅

0
和
程
寵
文
壺
川
尋
牛
田
休
隠
居
韻
（
二
首）

寄
懐
戴
晃
卿
参
軍
憂
灘
（
二
首
）

立
秋

境
川
南
棲
夜
坐
有
懐
林
二
恥
蹄
隠
峡
江
曾
子
浴
参
軍
長
浚

題
境
川
南
棲

鳳
坂
訪
高
以
嘉
不
遇

道
山
尋
孫
子
長
先
生
讀
書
虐

南
棲
晩
眺

秋
日
同
竺
鏡
節
郊
行
自
新
橋
至
鳳
坂
留
飲
高
以
純
山
堂

晩
秋
（
二
首
）

過
仙
塔

騨
棲
題
壁

李
乾
生
過
訪

〇
冬
秒
聴
集
程
寵
文
雪
堂
喜
同
方
徳
祖
鳳
泰
良
察
紹
齋
夜
話

0
元
夕
同
程
寵
文
慮
若
采
留
飲
察
紹
齋
江
棲

〇
題
程
寵
文
立
雪
堂
（
二
首）

湧
泉
亭
瞭
望

家
逸
父
移
居
芝
山

〇
送
程
寵
文
蹄
中
山
(
+
首
）

弔
山
花

有
引

金
錦
江
席
上
喜
談
杜
詩

秋
夜
枕
山
棲
懐
林
二
恥

春
夜
留
飲
温
森
山
江
棲
看
月

0
元
夕
宴
集
程
寵
文
立
雪
堂
分
得
歓
字

秋
日
江
棲
遠
眺

峡
江
夜
泊

訂
九
日
同
林
二
恥
登
石
鼓
不
果
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序
（
林
謂
）

程
子
寵
文
従
余
友
昌
其
滸
、
相
得
甚
惜
。一

日
袖
昌
其
詩
、
問
序
於
余
曰
、

此
師
半
生
心
血
也
、
絃
欲
壽
之
梨
棗
。
先
生
固
知
師
之
深
者
、
願
乞
一
言
、

弁
其
首
。
余
愧
不
知
詩
、
然
知
昌
其
獨
深
、
又
何
可
以
無
言
。
蓋
昌
其
詩
凡

三
幾
癸
。
自
余
庚
戌
、
得
交
昌
其
、
時
方
束
髪
、
憧
交
遊
、

愛
殻
笑
、
嗚
讀

一
室
、
風
雨
寒
暑
弗
綴
、
余
間
披
其
帷
、
相
典
較
論
信
世
事
業
。
硯
其
胸
中

眼
中
、
若
在
峨
媚
天
半
癸
゜
而
月
夕
花
辰
、
時
借
吟
詠
、
寄
興
清
新
焦
永
、

悦
如
月
立
空
山
、
水
流
歿
夜
、
無
一
黙
塵
埃
氣
、
此
昌
其
少
年
時
詩
也
。
然

而
非
其
好
也
。
以
後
南
輯
北
轍
、
不
相
緊
首
、
甲
寅
乙
卯
、
予
學
第

一
山
下
、

典
昌
其
居
盆
近
交
盆
密
、
攻
苦
磨
磯
盆
力
、
彼
此
隠
衷
盆
可
相
告
語
。
廼
此

日
之
昌
其
大
非
昔
日
之
昌
其
突
。
有
時
見
其
携
琴
抱
史
、
坐
梧
桐
樹
下
突
。

有
時
見
其
腸
緒
興
懐
、
翰
墨
淋
潰
、
涌
人
間
突
。
有
時
見
其
渉
江
捗
嶺
、
作

平
原
十
日
歓
突
。
有
時
見
其
焚
書
砕
硯
、
慟
哭
青
山
突
。
有
時
見
其
痛
飲
讀

楚
僻
、
不
則
按
剣
詠
慮
照
郡
悲
道
窮
詞
、
江
滝
恨
賦
、
或
徐
文
長
疲
職
破
帽

詩
芙
。
孤
懐
幽
緒
不
一
、
悉
於
詩
而
骰
之
、
故
昌
其
癸
丑
以
後
詩
、
多
惑
愴

牢
騒
、
猶
之
少
陵
在
曲
江
壁
府
諸
作
、
一
字
一
涙
者
。
無
非
以
遇
典
心
違
、

懐
才
莫
展
耳
゜
丙
辰
深
秋
、
余
扁
舟
南
還
、
旅
食
五
山
、
不
才
多
病
、
典
昌

其
又
成
風
馬
牛
、
迄
今
十
有
餘
載
。
而
昌
其
或
磨
盾
草
檄
、
浪
賦
従
戎
、
或

（
己
力
）

匹
馬
孤
舟
、
遠
尋
知
巳
、
閲
歴
久
而
識
謄
深
゜
識
謄
深
而
性
情
摯
向
之
彿
悟

無
卿
、
忽
暗
忽
笑
者
、
今
皆
餡
鋒
飲
頴
、
坐
春
風
中
、
誼
其
近
作
、
瀕
願
璽

璽
゜
欝
而
善
愁
、
婉
而
多
風
。
吾
不
意
昌
其
寸
管
片
腸
嬰
至
此
也
。
世
有
如

此
之
詩
、
蔵
之
名
山
、
以
待
博
人
可
也
。
即
懸
之
國
門
、
典
衆
共
韻
、
亦
無

不
可
也
。
此
寵
文
所
以
捐
貿
授
梓
、
欲
為
其
師
博
不
朽
也
。
夫
年
家
同
學
弟

序
（
林
諄
）

よ
ろ
こ

程
子
寵
文
、
余
が
友
昌
其
に
従
い
て
遊
び
、
相
得
て
甚
だ
惜
ぶ
。

其
が
詩
を
袖
に
し
て
、
序
を
余
に
問
い
て
曰
く
、
此
れ
師
が
半
生
の
心
血
な

こ
れ

り
、
荻
に
之
を
梨
棗
に
寿
せ
ん
と
欲
す
。
先
生
は
固
よ
り
師
を
知
る
こ
と
の

一
言
を
乞
い
て
、
其
の
首
に
弁
ぜ
ん
こ
と
を
願
う
と
。
余

詩
を
知
ら
ざ
る
を
愧
ず
、
然
れ
ど
も
昌
其
を
知
る
こ
と
独
り
深
け
れ
ば
、
又

蓋
し
昌
其
が
詩
、
凡
そ
三
変
せ
り
。
余
庚
戌
よ
り
、
昌
其
と
交
わ
る
を
得

た
り
、
時
に
方
に
束
髪
た
り
し
も
、
交
遊
を
慎
み
、
盟
笑
を
愛
し
み
、

一
室

ひ
ら

に
嗚
読
し
、
風
雨
寒
暑
に
も
綴
め
ず
。
余
間
ま
其
の
帷
を
披
き
、
相
与
に
佳

、9
カ
カ

世
の
事
業
を
較
論
す
。
其
の
胸
中
眼
中
を
視
う
に
、
峨
媚
の
天
半
に
在
る
が

若
し
。
而
も
月
夕
花
辰
、
時
に
吟
詠
を
借
り
て
、
興
を
清
新
焦
永
に
寄
せ
、

悦
と
し
て
月
の
空
山
に
立
ち
、
水
の
残
夜
に
流
れ
、
一
点
の
塵
埃
の
気
無
き

が
如
し
、
此
れ
昌
其
の
少
年
の
時
の
詩
な
り
。
然
れ
ど
も
其
れ
を
好
し
と
せ

ざ
る
な
り
。

以
後
南
輯
北
轍
し
て
、
相
緊
首
せ
ず
。
甲
寅
乙
卯
、
予
第
一
山
の
下
に
学

ま
す

び
、
昌
其
の
居
と
益
ま
す
近
く
な
れ
ば
、
交
わ
り
益
ま
す
密
に
、
攻
苦
磨
嘱

し
て
益
ま
す
力
め
、
彼
此
の
隠
衷
を
益
ま
す
相
告
げ
語
る
可
し
。
廼
ち
此

の
日
の
昌
其
は
大
い
に
昔
日
の
昌
其
に
あ
ら
ず
。
時
に
は
其
れ
琴
を
携
え
史

何
ぞ
以
て
言
無
か
る
可
し
。

深
き
者
な
れ
ば
、

林
渾
拝
題
於
蛸
門
之
石
棲
。

一
日
昌
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丙
辰
の
深
秋
、
余
扁
舟
し
て
南
に
還
り
、
五
山
に
旅
食
し
、
不
才
多
病
に

い
た

し
て
、
昌
其
と
又
風
馬
牛
と
成
り
、
今
に
迄
る
こ
と
十
有
余
載
な
り
。
し
か

る
に
昌
其
或
い
は
磨
盾
草
檄
し
、
賦
を
浪
し
戎
に
従
い
、
或
い
は
匹
馬
孤
舟

し
て
、
遠
く
知
己
を
尋
ね
、
閲
歴
す
る
こ
と
久
し
う
し
て
識
胆
深
し
。
識
胆

お
も
む

深
く
し
て
性
情
向
く
と
こ
ろ
の
彿
悟
無
聯
を
摯
り
、
忽
ち
暗
き
忽
ち
笑
う

か
く

者
も
、
今
皆
鋒
を
餡
し
頴
を
敏
す
。
春
風
の
中
に
坐
し
て
、
其
の
近
作
を
読

こ
う
こ
う
が
く
が
く

む
に
、
願
願
謳
蜀
た
り
。
欝
と
し
て
善
＜
愁
い
、
婉
と
し
て
多
く
風
あ
り
。

吾
意
わ
ざ
り
き
昌
其
が
寸
管
片
腸
の
変
じ
て
此
に
至
ら
ん
と
は
。
世
に
此
の

如
き
詩
有
れ
ば
、
之
を
名
山
に
蔵
し
て
、
以
て
伝
う
る
人
を
待
つ
も
可
な
り
。

即
ち
之
を
国
門
に
懸
け
て
、
衆
と
共
に
読
む
も
、
亦
可
な
ら
ざ
る
無
し
。
此

れ
寵
文
が
賀
を
捐
し
て
梓
を
授
け
、
其
の
師
を
不
朽
に
伝
う
る
を
為
さ
ん
と

の
み
。

一
字

一
涙
す
る
者
の
ご
と
し
。
以
て

の

遇
せ
ら
る
る
こ
と
心
と
違
い
、
オ
を
懐
く
も
展
ぶ
る
こ
と
莫
か
ら
ざ
る
無
き

少
陵
の
曲
江
壁
府
に
在
り
し
諸
作
の
、

を
抱
き
て
、
梧
桐
の
樹
下
に
坐
す
る
を
見
る
こ
と
有
り
。
時
に
は
其
れ
緒
に

じ
ん
か
ん

触
れ
て
懐
を
興
し
、
翰
墨
淋
潰
と
し
て
、
人
間
に
満
つ
る
を
見
る
こ
と
有
り
。

わ

た

の

ぼ

な

時
に
は
其
れ
江
を
渉
り
嶺
に
捗
り
、
平
原
十
日
の
歓
を
作
す
を
見
る
こ
と
有

り
。
時
に
は
其
れ
書
を
焚
き
硯
を
砕
き
て
、
青
山
に
慟
哭
す
る
を
見
る
こ
と

な

有
り
。
時
に
は
其
れ
痛
飲
し
て
楚
辞
を
読
み
、
則
だ
剣
を
按
で
て
慮
照
揺
の

悲
道
窮
詞
、
江
滝
の
恨
賦
の
み
な
ら
ず
、
或
い
は
徐
文
長
の
疲
聴
破
帽
の
詩こ

れ

を
豚
ず
る
を
見
る
こ
と
有
り
。
孤
懐
幽
緒

一
な
ら
ず
、
悉
く
詩
に
於
い
て
之こ

れ

を
発
す
、
故
に
昌
其
の
癸
丑
以
後
の
詩
、
多
く
感
愴
牢
騒
に
し
て
、
猶
お
之

少
陵
は
杜
甫
の
こ
と
。
曲
江
は
長
安
と
洛
陽

元
輔
は
十
九
歳
頃
と
な
る
。
0
惑
愴
牢
騒
思
う
ま
ま
に
な
ら
な
い
の
を
悲
し
む

り
も
良
い
と
い
わ
れ
る
。
0
癸
丑

一
六
七
三
年
（
康
熙
十
二
年
）
の
こ
と
。
陳

恨
み
を
の
ん
で
死
ぬ
も
の
の
情
を
述
べ
た
も
の
。
0
徐
文
長
明
の
徐
渭
（
字
は

と
す
る
が
「
照
」
に
通
ず
る
の
で
改
め
た
。
0
江
滝
の
恨
賦
江
滝
は
六
朝
梁
の

成
照
郡
は
初
唐
の
四
傑
の
ひ
と
り
。
そ
の
詩
は
「
幽
玄
清

か
う
。
行
動
が
目
的
と
反
対
に
な
る
こ
と
。
0
隠
衷
人
に
言
え
な
い
苦
衷
。
O

ぐ
れ
て
永
遠
な
る
も
の
。
0
南
輯
北
轍
南
に
行
こ
う
と
し
て
か
え
っ
て
北
に
向

用
さ
れ
た
。
0
庚
戌

髪
を
結
ぶ
こ
と
。
成
童

（
＋
五
歳
）
の
こ
と
を
い
う
。
0
清
新
焦
永

慮
照
郡
の
悲
道
窮
詞

藻
に
し
て
悲
楚
愁
傷
の
韻
多
し
」
と
言
わ
れ
る
。
な
お
原
文
で
は
「
照
」
を
「
焙
」

時
代
の
文
章
家
。

恨
賦
は
、
江
滝
の
作
っ
た
賦
で

「文
選
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

文
長
）
。そ
の
詩
は
李
白
・
李
賀
の
間
に
あ
っ
て
、
そ
の
文
は
蘇
戟
に
学
ん
で
師
よ

こ
と
。
0
少
陵
の
曲
江
登
府
諸
作

の
間
の
黄
河
。
杜
甫
が
科
挙
に
応
ず
る
た
め
長
安
に
出
て
き
た
の
は
三
十
六
歳
の

清
新
で
す

一六
七
0
年
（
康
熙
九
年
）
。〇
束
髪

男
子
が
は
じ
め
て

寿

錯
刻
し
て
長
く
残
す
。
0
梨
棗
版
木
。
む
か
し
、
版
木
の
材
料
と
し
て
賞

陳
元
輔
は
、
程
順
則
の
福
州
留
学
時
の
師
匠
。
0
相
得
互
い
に
気
が
合
う
。
O

堂
」
と
い
う
。
0
昌
其
陳
匹
輔
（
順
治
十
二
年
〔
一
六
五
五
〕
！
？
）
の
号
。

0
程
子
寵
文

名
護
親
方
寵
文
の
こ
と
。
寵
文
は
程
順
則
の
号
。
書
斎
の
堂
号
を
「
雪
堂
」
「
立
雪

す
。

程
順
則
（
康
熙
二
年〔

一
六
六
三
〕
ー
雅
正
十
二
年〔

一
七
三
四〕）．

欲
す
る
所
以
な
り
。
夫
れ
年
家
同
学
の
弟
林
渾
拝
し
て
蛸
門
の
石
楼
に
題
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送
魏
牧
公
入
貢

簡
書
初
捧
謁
天
衝

夜

月

機

絲

逢

織

女

夜

月

機

糸

春
風
仙
酒
酔
麻
姑
正
闘春

風
仙
酒

京
華
國
子
新
黎
火
氾
麟
竺

京
華
の
国
子

淮
海
努
臣
藉
虎
符

此
去
金
憂
購
日
近

此
れ
金
台
に
去
き
て
日
を
近
く
に
贈
ん

蜻
頭
の
火

潅
海
の
労
臣

漢
邊
奉
使
織
張
寮

金
燻
袖
惹
蛾
頭
火

旧
き
虎
符

漢
辺
に
奉
使
し
て

ひ

金
炉
袖
を
惹
＜

時
に
官
生
を
送
り

て
成
均
に
入
る

黎
火
を
新
に
し

一
華
仙
磋
活
海
天

帳
襄
授
経
博
馬
貢

一
葉
仙
磋

帳
裏
経
を
授
け

麻
姑
に
酔
う

中
山
に
麻

姑
山
有
り

織
女
に
逢
い

喜
有
氷
心
映
玉
壺
喜
び
て
氷
心
の
玉
壺
に
映
ず
る
有
り

簡
書
初
め
て
捧
げ
て

魏
牧
公
の
入
貢
す
る
を
送
る

て

ん

（

天
衝
に
謁
す

時
だ
が
、
李
林
甫
に
よ
っ
て
落
と
さ
れ
て
仕
官
の
道
を
閉
ざ
さ
れ
、
苦
労
が
始
ま

る
。
四
十
四
歳
の
時
（
七
五
五
年
）
安
禄
山
の
反
乱
に
あ
い
、
家
族
が
離
れ
ば
な

れ
に
な
る
な
ど
苦
労
が
絶
え
ず
、
杜
甫
の
詩
は
い
よ
い
よ
憂
愁
の
色
を
深
め
る
。

菱
府
は
壁
州
の
こ
と
。
杜
甫
の
人
生
を
憂
え
た
諸
作
を
指
す
。
0
丙
辰
深
秋

六
七
六
年
（
康
熙
十
五
年
）

の
晩
秋
゜
陳
元
輔
は
二
十
二
歳
。
0
風
馬
牛

た
く
無
関
係
な
こ
と
。
陸
滸
の
詩
に
「
愁
与
酒
如
風
馬
牛
」
と
あ
る
。
0
磨
盾

磨
盾
之
暇
゜
盾
を
み
が
く
余
暇
の
意
。
戦
場
に
お
け
る
余
暇
。
0
佛
悟
無
柳

が
ふ
さ
ぎ
、
心
に
心
配
ご
と
が
あ
っ
て
楽
し
ま
な
い
。
0
餡
鋒
欽
頴

く
ろ
と
筆
さ
き
を
お
さ
め
る
。
す
ぐ
れ
た
才
能
を
隠
す
こ
と
。
0
年
家
同
学

家
は
、
科
挙
の
試
験
に
同
年
に
合
格
し
た
者
が
互
い
に
よ
び
あ
う
称
。
同
学
は
、

同
じ
先
生
や
、
同
じ
塾
や
学
校
で
学
ぶ
、
ま
た
、
そ
の
友
。

「成
均
」
は
、
太
古
の
学
校
の
こ
と
で
、
こ
こ
で
は
北

魏
応
伯
（
後
に
向
姓
に
改
む
、
順
治
七
年
〔

一
六
五
〇
〕
ー
康
熙
三

十
七
年
〔

一
六
九
八
〕
）

・
越
来
親
方
朝
誠
の
こ
と
。
康
熙
二
十
五
年
（

一
六
八
六

年
）
の
進
貢
耳
目
官
。
0
簡
書

の
命
令
書
。
0
天
衝

氷
の
よ
う
に
清
く
澄
ん
だ
心
が
玉
の
壺
に
あ
る
こ
と
。
王
昌
齢
の
〔
芙

美
貌
で
手
の
つ
め
が
長
く
鳥
に
似
て
い
た
と
い
う
。
詩
の
原
注
に
あ
る
「
麻
姑
山
」

ま
た
、
も
や
し
て
灯
火
と
す
る
。
0
虎
府

戦
国
時
代
の
虎
形
の
銅
印
、
割
符
の

生
」
は
、
琉
球
王
国
時
代
に
、
明
代
は
南
京
の
、
清
代
は
北
京
の
国
子
監
に
派
遣

さ
れ
た
留
学
生
の
こ
と
。

京
の
国
子
監
を
指
す
。

年

つ
る
ぎ
ぶ 気

ま
っ

送
曾
虞
臣
入
貢

曽
虞
臣
の
入
貢
す
る
を
送
る

曾
聞
三
十
六
灘
前
亘
国
立
這

曽
て
聞
く

心
映
玉
壺

〇
魏
牧
公

燕
山
原
是
帝
王
都

中
山
の
属
島
は

三
十
有
六
な
り

三
十
六
湾
の
前

海
天
に
氾
か
ぶ

萬
貢
を
伝
え

よ
う
に
二
つ
に
わ
っ
て
使
用
し
た
。
0
金
台

張
蕎
を
継
ぐ

金
の
う
て
な
。
0
原
注
に
あ
る
「
官

は
、
宮
古
島
の
こ
と
。
0
黎
火
あ
か
り
の
こ
と
。
あ
か
ざ
の
茎
は
杖
と
な
り

蓉
楼
送
辛
漸
〕
の
詩
に
「

一
片
氷
心
在
玉
壺
」
と
あ
る
。
0
麻
姑
仙
女
の
名
。

衝
は
道
の
こ
と
、
天
子
の
い
ま
す
所
に
通
ず
る
道
。
0
氷

命
令
な
ど
の
書
き
つ
け
。
こ
こ
で
は
琉
球
国
王

燕
山
原
よ
り
是
れ
帝
王
の
都
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詞

賦

香

錯

六

代

魂

詞

賦

香夜声
錯き饒？気
ゆ る

六
代
の
魂

同
に
境
河
を
過
ぎ
て
知
る
所
を
訪
ね

雲
山

五
年

中
原
に
在
り

負
笈
乗
榜
過
海
門
笈
を
負
い
磋
に
乗
り
て
海
門
を
過
ぐ

贈
梁
得
済

梁
得
済
に
贈
る

し、

三
年
園
を
窺
わ
な
か

っ
た
故
事
。
0
上
平

い
て
い
る
。
0
雉
尾
船

「
雉
尾
扇
」
は

頭
み
ず
ち
の
頭
の
形
を
彫
刻
し
た
飾
り
で
、
碑
・
柱
•
印
章
な
ど
の
上
部
に
つ

「蒙
求
」

「蒙
求
」
の
標
題
。
後
漢
の
陳
蕃
が
特
に
一
椙
を
懸
け
置
い
て

魂
中
国
の
南
北
朝
時
代
の
南
朝
の
精
神
の
こ
と
。
0
愛
客
気
に
入
っ
た
客
。

つ
ぎ
も
の
に
つ
い
て
記
録
し
て
い
る
。
0
張
賽

錦
鏡
風
揺
雉
尾
船

錦
鐙
風
に
揺
ら
ぐ

時
送
官
生

寄
語
橋
門
新
子
弟
入
成
均

逢
人
好
説
大
夫
賢

語

を

寄

す

橋

門

の

新

子

弟

這

話

汀

環

大
夫
の
賢
と

七
0
五
〕
）
•
砂
辺
親
方
、
虞
臣
は
そ
の
号。

朝
京
都
通
事
、
正
議
大
夫
な
ど
と
し

て
前
後
四
回
渡
清
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
耳
目
官
の
魏
応
伯
に
従
っ
て
、
正
議

―
つ
で
あ
る
「
書
経
」
の
編
名
。
馬
が
定
め
た
九
州
の
土
地
の
地
理
・
産
物
・
み

持
っ
て
行
く
。

五
年
聟
氣
在
中
原

雲
山
夜
饒
三
秋
夢

漢
の
時
代
の
人
。
漢
の
武
帝
の

時
、
中
央
ア
ジ
ア
の
大
月
氏
に
行
き
、
十
数
年
に
わ
た
る
大
旅
行
を
し
て
西
域
に

関
す
る
知
識
を
も
た
ら
し
、
東
西
交
通
を
ひ
ら
く
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
。
0
蛾

「
雉
尾
扇
」
を
立
て
た
船
の
こ
と
。

儀
伎
の

一
種
。
周
囲
に
雉
の
羽
を
並
べ
て
飾
り
と
し
た
大
扇
で
、
供
の
者
が
捧
げ

三
秋
の
夢

愛
客
陳
蕃
常
下
椙

讀
書
董
子
不
窺
園

異
時
若
上
平
准
雅

好
以
文
章
報
國
恩

0
-
〕
）
・
名
嘉
地
親
雲
上
、
得
済
は
そ
の
字
。
康
熙
二
十

一
年
に
読
書
習
礼
の
た

め
（
い
わ
ゆ
る
勤
学
）
に
福
州
に
赴
き
七
年
滞
在
し
た
。
康
熙
三
十
六
年
接
貢
存

留
通
事
と
し
て
魏
士
哲
に
随
行
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
病
気
の
た
め
辞
退
し
て
い

も
、
使
節
の
持
参
す
る
公
式
文
書
や
碑
文
な
ど
の
作
成
に
生
か
さ
れ
た
。
0
六
代

0
陳
蕃
下
椙

徐
榔
ら
を
優
遇
し
た
故
事
。
賓
客
を
敬
す
る
た
と
え
。
0
董
子
不
窺
園

の
標
題
に
「
董
生
下
帷
」
と
あ
る
。
漢
の
董
仲
舒
が
帷
を
下
ろ
し
て
弟
子
に
講
誦

と
き
、
貨
人
に
関
す
る
こ
と
を
他
の
文
字
の
下
に
書
か
ず
、
次
の
行
の
は
じ
め
に

書
く
こ
と
。

同
過
境
河
訪
所
知

る
。
健
康
上
の
理
由
も
あ
っ
て
七
年
の
留
学
経
験
は
、
使
節
と
し
て
の
任
務
よ
り

大
夫
と
し
て
進
貢
し
た
康
熙
二
十
五
年
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
0
馬
貢
五
経
の

〇
曾
虞
臣
曽
益
（
の
ち
登
、
順
治
二
年
〔

一
六
四
五
〕
ー
康
熙
四
十
四
年
〔

〇
梁
得
済

人
に
逢
わ
ば
好
み
て
説
う

好
き
文
章
を
以
て
国
恩
に
報
い
ん

雉
尾
の
船

陳
蕃
常
に
椙
を
下
し

ヽ

f

、9
カ
カ

読
書
す
董
子
園
を
窺
わ
ず

ひ
と

若
し
上
平
し
て
雅
を
准
し
う
す
れ
ば

梁
漢
（
の
ち
津
、
康
熙
四
年
〔

一
六
六
五
〕

i
康
熙
四
十
年
〔

一
七

拾
頭
す
る
こ
と
。
文
章
を
書
く

曾
子
浴
鐙
自
長
湊
典
予
同
過
境
河
古
騨
訪
梁
得
聟
夜
話
井
索
其
新
詩
讀
之

と
も

曽
子
浴
長
渓
よ
り
帰
り
、
予
と
同
に
境
河
の
古
駅
を
過
ぎ
、
梁
得
声

か

た

も

と

こ

れ

を
訪
ね
て
夜
話
り
、
井
せ
て
其
の
新
詩
を
索
め
て
之
を
読
む

異
時

愛
客
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と
も

上
巳
、
梁
本
寧
・
得
声

・
得
済
・
陳
魯
水
・
金
浩
然
と
同
に
烏
石
山
に

遊
び
、
朱
夫
子
の
石
室
に
清
隠
の
石
刻
を
観
る

石
刻

上
巳
仝
梁
本
寧
得
臀
得
清
陳
魯
水
金
浩
然
遊
烏
石
山
観
朱
夫
子
石
室
清
隠

〇
梁
得
声

蕃
下
椙
」
『
蒙
求
」
の
標
題
。
前
出
「
贈
梁
得
済
」
詩
（
五
五
ペ
ー
ジ
）
の
注
参
照
。

杜
甫
の
こ
と
。
0
坪
水

で
、
人
が
偶
然
に
出
会
う
た
と
え
。
王
勃
の
〔
膝
王
閣
序
〕
に
「
蔀
水
相
逢
、
尽

是
他
郷
之
客
」
と
あ
る
。

〇
杜
陵

を
流
れ
て
閲
江
に
注
ぐ
川
。
0
楚
詞

め
、
数
回
の
渡
清
の
経
験
が
あ
る
。
0
覆
河

且
盪
燈
前
酒

一
厄

う
き
ぐ
さ
が
水
の
ま
に
ま
に
た
だ
よ
う
意

且
ら
く
尽
く
す中

国
楚
の
地
方
の
歌
。
0
徐
稲
椙

燈
前
酒
一
庖

「陳

故
人
千
里
蹄
間
嬌
故
人
千
里

獨
客
三
年
讀
楚
詞
譴
〗
麟

独
客
三
年

草
閣
久
懸
徐
榔
椙

花
湊
新
賦
杜
陵
詩

由
来
薄
水
相
逢
好

杜
陵
の
詩

相
逢
ふ
を
好
み

梁
鋪
（
康
熙
―
一
年
〔
一
六
六
三
〕

i
康
熙
四
十
一
年
〔
一
七

0
二〕）

．

国
吉
親
雲
上
、
得
声
は
そ
の
字
。
康
熙
―
一
十
四
年
に
説
書
習
礼
の
た
め
福
州
に
赴

き
六
年
滞
在
。
帰
国
後
、
同
三
十
年
に
接
貢
存
留
通
事
と
し
て
渡
清
し
た
の
を
始

福
州
の
柔
遠
駅
（
琉
球
館
）
の
側

世
を
の
が
れ
避
け
て
い
る
人
。
隠
者
。

十
六
年
・
四
十
二
年
と
渡
清
の
経
験
が
あ
る
。
0
烏
石
山

浩
然

清
隠
風
高
石
室
寒

首
稽
千
秋
香
海
國

杏
花
三
月
落
山
壇

最
憐
有
宋
多
逍
客

墨
蹟
猶
留
石
上
看

杏
花
―
二
月

梁
邦
基

（
順
治
七
年
〔

一
六
五
〇
〕

ー
康
熙
四
十
二
年
〔
一
七

0
三
〕）．

内
間
親
雲
上
、
本
寧
は
そ
の
号
。
康
熙
十
九
年
に
進
貢
小
船
通
事
と
な
っ
て
渡
清

し
、
以
後
、
康
熙
二
十
四
年
・
同
三
十
七
年
の
三
回
渡
清
し
て
い
る
。
0
陳
魯
水

陳
其
沫
（
康
熙
六
年

〔
一
六
六
七
〕

i
康
熙
三
十
三
年
〔
一
六
九
四
〕
）

・
幸
喜

通
事
親
雲
上
、
魯
水
は
そ
の
字
、
号
は
道
丈
。
康
熙
二
十
三
年
読
書
習
礼
の
た
め

福
州
に
渡
り
六
年
滞
在
。
康
熙
三
十
一
年
に
存
留
通
事
と
し
て
渡
清
し
た
。

0
金

金
博

（
康
熙
七
年
〔

一
六
六
八
〕
ー
康
熙
四
十
七
〔
一
七

0
八
〕
年
）

手
登
根
通
事
、
浩
然
は
そ
の
字
。
康
熙
一
―
十
三
年
読
書
習
礼
の
た
め
福
州
に
渡
り
、

同
二
十
七
年
に
は
朝
京
都
通
事
に
し
た
が
っ
て
北
京
に
赴
き
、
同
三
十
二
年
・

三

福
州
市
街
の
中
央
部

に
あ
り
、
子
山
・
屏
山
（
越
王
山
）
と
城
内
三
山
を
な
す
。
ま
た
、
全
山
い
た
る

所
に
磨
崖
石
刻
が
あ
り
、
省
ク
ラ
ス
の
重
要
文
化
財
に
な

っ
て
い
る
。
0
首
菅

草
の
名
。
う
ま
ご
や
し
。
0
逍
客

〇
梁
本
寧

墨
蹟
猶
お
石
上
に
留
む
る
を
看
る

由
来
蔀
水

最
も
憐
む

花
湊
新
た
に
賦
す

山
壇
に
落
つほ

か

く

宋
に
多
く
逍
客
有
り
し
も

草
閣
久
し
く
懸
く
徐
稲
の
椙

得
声
間
に
留
り

楚
詞
を
読
む
三
載
未
だ
帰
ら
ず

清
隠

ぽ
く
し
ゅ
く

首
偕
千
秋

海
国
に
香
り

風
高
く
石
室
寒
し

勝
遊
嚢
満
蘭
亭
草

勝
遊
嚢
に
満
つ
蘭
亭
の
草

間
嬌
よ
り
帰
り

江

天

明

月

照

峨

媚

江

天

明

月

峨

媚

を

照

ら

す

横
経
子
弟
説
新
安

吾
道
如
今
喜
在
南

経
を
横
え
て

子
弟
に
新
た
に
安
ん
ぜ
る
を
説
く

ヽ,v 

吾
れ
道
う

今
南
に
在
る
を
喜
ぶ
が
如
し
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籠
の
君
子
と
い
う
。

明
の
〔
飲
酒
〕
の
詩
（
其
五
）
に
「
采
菊
東
籠
下
」
と
い
う
旬
が
あ
る
。
菊
を
東

の
住
居
の
庭
を
い
う
。
0
東
籟
猶
帯
菊
花
姻
隠
逸
詩
人
の
祖
と
い
わ
れ
る
陶
淵

道
。

漢
の
蒋
説
が
庭
に
三
径
を
作
り
、
松
・
菊
•
竹
を
植
え
た
故
事
か
ら
、
隠
者

〇
鴎
鵠
篇
鵡
鵠
は
鳥
の
名
。
鵡
鵠
を
よ
ん
だ
詩
旬
。
0
三
径

庭

の

三
つ
の
小

「諦
仙
人
な
り
」
と
言
っ
て
い
る
。
0
魏
鵡
賦

文
章
の
名
。
後
漢
の
補
衡
の
作
。

不
盪
離
情
寄
酒
樽

酒
樽
に
寄
す

浮
雲
隔
水
秋
聞
雁

歿
月
空
山
夜
聰
猿

今
宵
葵
漫
愁
岐
路

今
宵
漫
り
に
岐
路
を
愁
う
る
莫
か
れ

相
思
何
忍
負
王
孫

賦
を
作
る
も
誰
か
宋
玉
を
悲
し
む
こ
と
有
ら
ん

王
孫
に
負
け
る
を

相
思
う
も
何
ぞ
忍
ば
ん

作
賦
有
誰
悲
宋
玉

残
月
空
山

浮
雲
水
を
隔
て
て
秋
の
雁
を
聞
き

夜
猿
を
聴
く

尽
き
ざ
る
離
情

驚
心
荒
草
暗
蛸
魂

荒
草
に
心
を
驚
か
し
暗
に
錯
魂
す

間
を
超
越
し
て
い
る
人
を
ほ
め
て
言
う
こ
と
ば
。

「
李
白
伝
」
に
李
白
の
こ
と
を

寂
寂
江
棲
獨
閉
門

仙

秋
夜
中
楼
を
望
み
て
梁
本
寧
を
懐
う

と
ざ

独
り
門
を
閉
し

一年

・
三
十
八
年

・
四
十
年
に
渡
清
し
て
い
る
。
0
小
影
小
形
の
肖
像
。
0
嫡

酒
の
名
。
0
翼
北
翼
州
の
北
部
。
名
馬
の
産
地
。

開
字
〕
の
詩
に
「
銀
危
深
使
済
時
オ
」
と
あ
る
。
0
芭
鞘
わ
ら
ぐ
つ
。
賤
し
い

0
鄭
克
叙

東
籠
猶
帯
菊
花
姻

東
籠
猶
お
帯
ぶ

鄭
士
綸
（
順
治
十
八
年
〔

一
六
六

一
〕
ー
康
熙
四
十

一
年
〔

l

七
〇

二
〕
）
•
宮
城
通
事
親
雲
上
、
克
叙
は
そ
の
号。

康
熙
二
十

一
年
存
留
通
事
と
な
っ

て
福
州
に
渡
り
、
四
年
間
滞
在
し
て
帰
国
。
そ
の
後
、
康
熙
二
十
五
年
・
同
三
十

天
上
の
世
界
か
ら
、
罪
に
よ
っ
て
地
上
の
人
間
界
に
流
さ
れ
た
仙
人
。
俗
世

者
の
く
つ
。
0
竹
葉

秋
夜
望
中
棲
懐
梁
本
寧寂

寂
た
る
江
楼

〇
済
時
オ
世
の
困
難
を
救
う
才
能
。
杜
甫
の
〔
送
王
十
五
判
官
扶
持
還
齢
中
得

菊
花
の
煙

か
た

相
逢
好
共
話
燕
憂
相
逢
い
て
好
し
く
共
に
燕
台
に
話
ら
ん

尺
幅
圏
成
秋
未
老

尺
幅
の
図
成
る
も

秋
未
だ
老
い
ず

究
勝
他
年
過
翼
北

三
径
行
吟
蔓
草
邊

三
径
行
く
ゆ
く
吟
ず

覧
勝
す
他
年

翼
北
を
過
ぎ

蔓
草
の
辺

竹
策
の
杯

開
函
應
績
鱚
鵠
篇

千
秋
嗚
傲
長
松
下

風
雅
人
誇
る
是
れ
鏑
仙

落
筆
し
て
憎
＜
題
す
鶉
鵡
の
賦

函
を
開
き
て
応
に
続
く
べ
し

千
秋
嗚
傲
す
長
松
の
下

芭
鞘
月
に
印
す
松
花
の
径

鴎
鵠
の
篇

落
筆
憎
題
鴨
鵡
賦

使
節
中
原
孤
剣
在
中
原
に
佼
節
す
る
に
孤
剣
在
り

風
雅
人
誇
是
諦
仙

使
君
賢
な
り
と

賢
努
藉
識
澄
時
オ

錦
坦
牙
楢
活
海
来

擁
書
南
面
百
城
開

芭
鞍
月
印
松
花
痙

瓦
鼈
姻
清
竹
葉
杯

書
を
擁
し
て
南
面
し
百
城
開
く

瓦
寵
煙
清
し

錦
粗
牙
楢

海
邦
曾
道
使
君
賢

賢
労

題
鄭
克
叙
小
影
（
其
一
）

鄭
克
叙
の
小
影
に
題
す
（
其
の

一
）

海
邦
曽
て
道
う

同

（其
二
）

同

（
其
の
二
）

も
と旧

よ
り
識
る・？

海
に
活
か
べ
て
来
た
る

済
時
の
オ
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送
察
聟
亭
入
貢

曾
聞
黄
絹
藷
中
郎

朋
友
を
思
う
心
。

曽
て
聞
く
黄
絹
の
旧
中
郎

棲

前

風

湧

大

江

秋

楼

前

風

湧

く

大

江

の

秋

疑
う
ら
く
は
是
れ
王
家
の
旧
竹
楼
か
と

十
二
夜、

察
文
敏
の
竹
楼
に
坐
し
、
月
遅
く
竺
鏡
節
至
ら
ず

『
詩
経
l

「
秦
風
・
兼
酸
」
に
「
兼
蔑
蒼
蒼
、
白
露
為
霜
、
所
謂

「
兼
酸
秋
水
之
情
」
の
意
に
と
る
。
哲
人
ま
た
は

た
も
と
を
分
か
つ
。
別
れ
る
こ
と
。

「論
語
」
に
「
子
曰
、
詩
三
百

一
言
以
蔽
之
、
曰
思
無
邪
」
と
あ
る
。
0
判
袂

0
中
郎

官
名
、
宿
衛
侍
直
を
つ
か
さ
ど
る
。
0
詩
三
百

〇
梁
得
済
前
出
（
五
五
ペ
ー
ジ
）
の
注
参
照
。
0
渭
北
典
江
東
遠
方
に
あ
る

世
譜
j

な
ど
の
編
纂
に
あ
た
っ
た
。
0
黄
絹
黄
色
い
き
ぬ
。
す
ぐ
れ
た
文
章
。

回
首
琴
憂
曲
未
終

故
園
蹄
去
如
相
憶
故
園
に
帰
り
去
る
も
相
憶
う
が
如
し

兼
酸
中
断
夢
魂
通

夢
魂
通
ず

湘
雁
不
束
消
息
遠

消
息
遠
く

ど
ろ
き
の
た
め
に
、
た
ま
し
い
が
ぬ
け
た
よ
う
に
な
る
。
0
宋
玉

楚
の
国
の
ひ
と
。
屈
原
の
弟
子
。
0
王
孫

秋
夜
望
中
棲
懐
梁
得
滑

古
騨
蒲
條
四
壁
空

一
天
霜
月
懐
人
夜

半
椙
秋
山
落
葉
風

秋
夜
中
楼
を
望
み
て
梁
得
済
を
懐
う

古
駅
蒲
條
と
し
て

一
天
の
霜
月

半
椙
の
秋
山

蕪
餞
中
断
し

回
首
す
琴
台

日
暮
雲
」
と
あ
る
。

o
i兼戟

伊
人
、
在
水
一
方
」
と
あ
る
。

落
葉
の
風

〇
察
声
亭

王
者
の
子
孫
。

人
を
懐
う
夜

漕
雁
来
た
ら
ず

曲
未
だ
終
わ
ら
ざ
る
を

戦
国
時
代
の

友
を
思
う
こ
と
。
ひ
と
り
は
渭
水
の
北
に
、
他
は
揚
子
江
の
東
に
あ
っ
て
、
た
が

い
に
思
い
を
は
せ
る
意
。
杜
甫
〔
春
日
憶
李
白
〕
の
詩
に
「
渭
北
春
天
樹
、
江
東

察
声
亭
の
入
貢
す
る
を
送
る

公
餘
常
誦
詩
三
百

望
重
偏
宜
使
四
方

握
手
未
幾
愁
判
袂

一
樽
梅
雨
断
人
腸

詩
三
百

人
腸
を
断
つ

察
鐸
（
順
治
元
年
〔

一
六
六
四
〕
！
薙
正
二
年
〔

一
七
二
四
〕
）
・
志

多
伯
親
方
、
字
天
将
、
号
声
亭
。
祭
温
の
父
。
康
熙
二
年
―
―
十
三
歳
の
時
勤
学
と

な
っ
て
福
州
に
渡
る
が
、
病
気
の
た
め
同
年
帰
国
。
そ
の
後
、
康
熙
二
十

一
年
・

同
二
十
七
年
に
使
節
と
し
て
渡
清
し
て
い
る
。
康
熙
三
十
年
（

一
六
九

一
）
か
ら

二
十
二
年
間
総
理
唐
栄
司
（
久
米
村
総
役
）
を
つ
と
め
、

十
二
夜
察
文
敏
竹
棲
坐
月
遅
竺
鏡
筍
不
至

疑
是
王
家
藉
竹
棲

『歴
代
宝
案
」、『
中
山

I

詩
経
」
の
こ
と
。

一
樽
梅
雨

傷
心
渭
北
典
江
東
傷
心
す
渭
北
と
江
東
に
あ
る
を

し‘

四
壁
空
し

手
を
握
り
て
未
だ
幾
ば
く
な
ら
ず

望
い
重
ね
て
偏
え
に
宜
し

四
方
に
使
い
す

は
ん
べ
い

判
袂
す
る
を
愁

公

余

常

に

誦

す

〇
梁
本
寧
前
出
（
五
六
ペ
ー
ジ
）
の
注
参
照
。
0
錯
魂
非
常
な
悲
し
み
や
お

帝
郷

祠
力
）

航
海
帆
飛
仙
客
掠

登
朝
袖
惹
御
燻
香

登
朝
す
れ
ば

袖
を
惹
く
御
炉
の
香

航
海
帆
を
飛
ば
す
仙
客
の
綽

此
日
分
符
入

此
の
日

符
を
分
ち
て

帝
郷
に
入
る
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談
心
知
舌
短

心
を
談
ず
る
に

鐘
催
宿
鳥
深
林
夢
鐘
は
催
す
宿
鳥
深
林
の
夢

寒
鷹

潮
声
を
湿
ら
す

平
野

椙
下
江
棲
百
感
井

四
壁
嵐
光
沈
剣
氣

四
壁
の
嵐
光
剣
気
を
沈
め

煙
に
鎖
ざ
さ
れ
て
万
山
低
し

椙
を
江
楼
に
下
し
て
百
感
を
井
ぶ

愁
聞
旅
雁
暗

（
悼
力
）

潮
来
孤
挿
急

薦
花
曲
港
蔵
漁
火

明
月
不
随
流
水
去

清
光
此
夜
人
何
慮

〇
察
文
敏
竹
楼

の
使
節
や
勤
学
ら
と
親
し
く
交
流
し
た
人
物
。
程
順
則
の
編
緩
し
た

「中
山
詩
文

集
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
雪
堂
贈
言」

に
作
品
が
あ
る
他
、

冬
夜
同
王
孔
錫
王
邦
薔
集
梁
得
聟
山
棲
夜
話
分
得
湊
字
（
其

一
）

と
も

冬
夜
王
孔
錫
・
王
邦
薔
と
同
に
梁
得
声
の
山
楼
に
集
い
、
夜
話
し
て

草
閣
霜
深
夜

姻
鎖
萬
山
低

平
野
癖
癖
竹

寒
蓋
曲
曲
浚

潮
来
た
り
て

孤
綽
急
に

人
何
れ
の
処
ぞ

一
椙
を
留
む

旅
雁
の
暗
く
を

蒲
蒲
た
る
竹

曲
曲
た
る
渓

「
翠
雲
楼
詩
箋
」
（
周

舌
の
短
き
を
知
り

不
覺
月
沈
西

人
物
と
思
わ
れ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
詳
し
い
伝
記
は
不
詳
。
0
梁
得
声

同
（
其
二
）

古
騨
辣
林
晩

南
天
連
野
闊

棲
下
三
人
椙

潮
平
半
夜
湊

清
鐘
何
虐
寺

疑
在
白
雲
西

頻
年
弾
鋏
負
生
平

愁
い
て
聞
く

雨
夜
察
禎
薔
の
山
楼
に
留
宿
し
、
竺
鏡
節
と
同
に
詩
を
話
る

そ
む

生
平
に
負
き

一
深
漁
火
混
潮
聟

頻
年
弾
鋏
し
て

一
渓
の
漁
火

草
閣
霜
深
き
夜

雨
夜
留
宿
察
禎
薔
山
棲
同
竺
鏡
蒟
詩
話

渓
の
字
を
分
け
得
た
り
（
其
の

一
）

疑
う
ら
く
は
白
雲
の
西
に
在
る
か
と

清
鐘

何
れ
の
処
の
寺
ぞ

潮
平
ら
か
な
り
半
夜
の
渓

新
命
）
の
序
文
も
書
い
て
い
る
。

楼
下

三
人
の
椙

北
斗
落
城
低

北

斗

城

に

落
ち
て
低
し

南
天
野
に
連
な
り
て
闊
＜

記
は
不
詳
。
竹
楼
は
、
そ
の
書
斎
の
堂
号
。
0
竺
鏡
節
福
州
の
柔
遠
駅
で
琉
球

霜
深
鳥
倦
暗

霜
深
く
し
て

鳥
暗
に
倦
む

察
文
敏
は
福
州
の
柔
遠
駅
に
い
た
琉
球
の
人
だ
が
、
詳
し
い
伝

古
駅
辣
林
晩
れ

寂
寂
南
州
一
椙
留
寂
寂
た
る
南
州

清

光

此

の

夜

浮

雲

盪

向

海

門

牧

浮

雲

尽
ご
と
く
海
門
に
向
か
い
て
収
ま
る

明
月
流
水
に
随
わ
ず
し
て
去
り

楊
柳
空
村
繋
釣
舟
楊
柳
空
村

蕨
花
曲
港

漁
火
を
蔵
し

つ
な

釣
舟
を
繋
ぐ

同
（
其
の

二
）

六
ペ
ー
ジ
）
の
注
参
照
。
0
舌
短

言
葉
の
不
明
瞭
な
こ
と
を
い
う
。

前
出
（
五

0
王
孔
錫
・
王
邦
華
ど
ち
ら
も
福
州
の
柔
遠
駅
で
琉
球
人
と
親
し
く
し
て
い
た

覚
え
ず
月
の
西
に
沈
む
を
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〇
梁
得
済
前
出
（
五
五
ペ
ー
ジ
）
の
注
参
照
。
0
衡
陽
雁

湖
南
省
の
衡
陽
県
。

「衡
陽
雁
断
」
の
こ
と
。
衡
陽
に
回
雁
峰
が
あ
り
、
雁
が
と
ん
で
来
て
も
、
こ
の

峰
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
。
転
じ
て
、

音
信
の
絶
え
る
こ
と
を
い
う
。

萬
樹
雲
深

失

遠

村

万

樹

雲
深
く

遠
村
を
失
す

連
朝
風
雨
客
錯
魂稀

力
）

一
江
姻
逸
遅
闘
挿

一
江

煙

逸

り

て

帰

枠

遅

れ

連
朝
の
風
雨

客

錯

魂

す

芳
草
萎
蓑
古
騨
門

古
駅
の
門

不
見
音
書
又

一
年

音
書
を
見
ざ
る
こ
と
又
一
年

話
す

無
情
最
是
衡
陽
雁

無
情
な
る
は

最
も
是
れ
衡
陽
の
雁

愁
心
空
逸
海
門
姻
愁
心
空
し
く
逸
る
海
門
の
煙

春
抄
覆
川
阻
雨
因
過
察
聾
亭
山
棲
茶
話

異
地
雖
同
天
際
月

異
地

天
際
の
月
を
同
じ
く
す
る
と
雖
も

楊

柳

誰

能

繋

客

船

楊

柳

誰

か

能

く

客

船

を

繋

が

ん

雲
楼
詩
箋
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

兼

餞

蕉

是

懐

人

草

兼

餞

旧

よ

り

是

れ

人

を

懐

う

草

誰
知
秋
思
落
江
邊

誰
か
知
ら
ん
秋
思
江
辺
に
落
つ
る
を

秋
夜
望
中
棲
懐
梁
得
清

重
過
山
棲
半
椙
懸

重
ね
て
山
楼
を
過
ぎ
れ
ば
半
椙
懸
か
る

秋
夜
中
楼
を
望
み
て
梁
得
済
を
懐
う

0
周
熙
臣

不
満
を
も
ら
し
、
待
遇
を
良
く
し
て
も
ら
っ
た
故
事
。
貧
し
い
者
が
俸
祁
や
地
位

を
求
め
る
た
と
え
。
0
槃

と
も
し
び
。
灯
火
。

不
識
瀧
湊
携
手
後

可
能
容
我
再
卿
杯

周
新
命
（
康
熙
五
年
〔
一
六
六
六
〕

i
康
熙
五
十
五
年
〔
一
七
一
六
〕
）
．

目
取
真
親
雲
上
、
熙
臣
は
そ
の
字
。
康
熙
二
十
七
年
読
書
習
礼
の
た
め
福
州
に
赴

き
七
年
滞
在
。
帰
国
後
は
、
渡
清
の
経
験
は
な
く
、
も
っ
ば
ら
講
解
師
な
ど
と
し

て
、
教
育
の
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
。
程
順
則
編
I

中
山
詩
文
集
』
に
詩
集
「
翠

春
抄
瑣
川
に
て
雨
に
阻
ま
れ
、
因
り
て
察
声
亭
の
山
楼
を
過
ぎ
て
茶

芳
草
萎
萎
た
り

瀧
渓
手
を
携
え
し
後ふ

く

能
＜
我
を
容
し
て
再
び
杯
を
卿
む
可
き
を

識
ら
ず

簾
捲
東
風
燕
子
来

燕
子
来
た
る

福
州
の
柔
遠
駅
に
滞
在
し
て
い
た
人
物
だ
が
、
伝
記
は
未
詳
。
0
竺

毎
年
。
連
年
。
0
弾
鋏

刀
剣
の
つ
か
を
た
た
く
。
斉
の
孟
嘗
君
に
仕
え
た
渇
騒
が
刀
の
つ
か
を
た
た
い
て

潮
平
遠
浦
漁
郎
渡

潮
平
ら
か
な
る
遠
浦
漁
郎
渡
り

鏡
蒟
前
出
（
五
九
ペ
ー
ジ
）
の
注
参
照
。
0
頻
年

桃
花
涌
樹
待
人
開

桃
花
樹
に
満
ち
て
人
を
待
ち
て
開
く

簾
を
捲
く
東
風

〇
察
禎
華

竹
築
堆
門
縁
客
掃

暗
き
孤
槃

春

到

階

前

長

緑

苔

春

階

前

に

到

れ

ば

緑

苔

長

ず

中
夜
典
君
談
往
時

蒲
蒲
風
雨
暗
孤
槃

蒲
蒲
た
る
風
雨

竹
葉
門
に
堆
り
客
に
縁
り
て
掃
い

中
夜

君
と
往
時
を
談
じ

春
日
留
飲
周
熙
臣
山
棲

（
構
力
）

山
棲
結
構
絶
塵
埃

山
楼
の
結
構

草

帝

王

孫

藉

日

情

草

は

帯

ぶ

王

孫

旧

日

の

情

塵
埃
を
絶
つ

春
日
周
熙
臣
の
山
楼
に
留
飲
す
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吾
兄
詩
酒
織
陶
君
為
中
山
程
寵
文
賦

稽
の
恥
を
す
す
い
だ
が
、
後
官
を
辞
し
て
湖
に
活
か
ん
で
去

っ
た
。

む
。
0
落
象
春
秋
時
代
の
越
の
功
臣
。
越
王
勾
践
を
助
け
て
、
呉
王
を
う
ち
会

豚
海
獣
の
名
。
鯨
の
一
種
、
脂
が
多
く
灯
油
と
す
る
。
0
憫
恨

0
荻
洲
は
、
お
ぎ
の
は
え
て
い
る
洲
゜
蕨
洲
は
、
あ
し
の
は
え
て
い
る
洲
。
0
江

憫
恨
五
湖
尋
落
鑑

不
堪
雨
裏
更
逢
秋

堪
え
ず
雨
裏
更
に
秋
に
逢
わ
ん
と
は

憫
恨
た
る
五
湖

う
れ
え
悲
し

江
棲
惜
別
雨
癖
瀧
江
楼
に
惜
別
す
れ
ば

江
楼
に
雨
夜
集
飲
し
、
越
日
察
文
敏
中
山
に
帰
る

想
郷
を
書
い
た
「
桃
花
源
記
」
に
登
場
し
て
く
る
漁
師
の
村
。
0
績
紛

江
棲
雨
夜
集
飲
越
日
察
文
敏
蹄
中
山

雨
癖
蒲
た
り

が
さ
か
ん
に
散
る
こ
と
。

花
な
ど

児
」
と
あ
る
故
事
に
よ
る
。
0
夜
分
よ
な
か
。
夜
半
。
0
武
陵
陶
淵
明
が
理

落
象
を
尋
ね

蒲
統
の
「
陶
淵
明
伝
」
に
「
我
登
能
為
五
斗
米
折
腰
向
郷
里
小

湊
雲
千
丈
鎖
軽
舟

風
急
江
豚
超
水
流

煙
深
く
石
燕
潮
に
随
い
て
転
じ

ぉ

風
急
に
江
豚
水
流
に
超
う

影
沢
県
、
今
の
江
西
省
星
子
県
に
あ
る
。
こ
こ
に
、
人
が
臥
し
た
形
の
大
き
な
石

が
あ
り
、
酔
っ
た
淵
明
が
こ
の
石
の
上
で
臥
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
0
下
酒

こ
と
。
0
五
斗

酒
物
の
こ
と
。
酒
の
さ
か
な
。
0
秦
火
秦
の
始
皇
帝
が
民
間
の
書
物
を
焼
い
た

姻
深
石
燕
随
潮
轄

下

渓
雲
千
丈
軽
舟
を
鎖
す

草
痩
桐
孤
嘆
倦
遊（島

力）

山
霧
四
園
横
小
鳥

山
霧
四
園
小
島
を
横
た
え

草
痩
桐
孤
遊
び
に
倦
む
を
嘆
く

0
程
寵
文
前
出
（
五
三
ペ
ー
ジ
）
の
注
参
照
。
0
陶
君
酒
が
好
き
で
詩
文
に

秋
江
雨
活
同
雪
堂
諸
子

布
帆
遥
桂
荻
歴
洲

好
み
て
看
ん

巧
み
な
陶
淵
明
の
こ
と
。
0
栗
里

陶
淵
明
の
故
居
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
。
当
時
の

布
帆
遥
か
に
桂
＜
荻
薦
の
洲

好
看
桃
葉
落
績
紛

秋
、
江
雨
ふ
り
雪
堂
の
諸
子
と
同
に
活
か
ぶ

他
日
武
陵
浚
上
過
他
日
武
陵

渓
上
を
過
ぎ

桃
葉
落
つ
る
こ
と
績
紛
た
る
を

唐
の
人
。
茶
道
の
開
祖
。
こ
こ
で
は
、
察
声
亭
を
陸
羽
に
な
ぞ
ら
え
た
。

〇
察
声
亭

常
借
漢
書
供
下
酒

多
因
秦
火
細
論
文

一
樽
留
客
逢
秋
早

五
斗
努
人
説
夜
分

五
斗
人
を
労
し

夜
分
に
説
く

前
出
（
五
八
ペ
ー
ジ
）
の
注
参
照
。

一
樽
客
を
留
め
秋
早
に
逢
い

〇
陸
羽

多
く
は
秦
火
に
因
り
細
か
に
文
を
論
ず

好
以
新
詩
細
共
論

好
し
く
新
詩
を
以
て
細
か
に
共
に
論
ぜ
ん

常
に
漢
書
を
借
り
て
下
酒
を
供
え

敢
言
十
日
在
平
原

高
吟
不
為
葡
條
改

栗
里
編
年
更
に
君
有
ら
ん

敢
え
て
言
わ
ん
や

高
吟
し
て
蒲
條
た
る
を
改
む
る
を
為
さ
ず

栗
里
編
年
更
有
君

十
日
平
原
に
在
ら
ん
と

情
如
渾
水
氣
如
雲

情
は
澤
水
の
如
く
気
は
雲
の
如
し

最
喜
孤
窓
逢
陸
羽
最
も
喜
ぶ
孤
窓
に
陸
羽
に
逢
い

吾
が
兄
の
詩
酒
陶
君
を
継
ぐ
、
中
山
程
寵
文
の
為
に
賦
す
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る
漏
刻
が
時
を
せ
か
せ
る
こ
と
。
0
乗
燭
あ
か
り
を
と
る
こ
と
。

間
雲

し
ず
か
な
雲。

世
俗
に
わ
ず
ら
わ
さ
れ
な
い
こ
と
。
0
淵
促
時
間
を
計

〇
雪
堂
程
順
則
（
寵
文
）
の
堂
号
。

0
香
水
よ
い
に
お
い

の
す
る
泉
。
O

卿
杯
共
借
酬

燭
を
乗
る
好
き
同
遊

相
親
喜
有
水
中
鴫

門
開
古
洞
桃
花
在

門
は
古
洞
に
開
き
て
桃
花
在
り

水
中
の
鴎

欲
隠
壺
川
便
乞
休

壺
川
に
隠
れ
ん
と
欲
し
て

明
日
鐸
帆
超
早
潮

満
載
琴
書
旋
故
國

尚
留
魂
夢
寄
中
朝

古
騨
芙
蓉
嘆
寂
蓼

高
燒
銀
燭
話
通
宵

鐘
聟
潮
落
夜

天
氣
晩
来
秋

香
水
蹄
蓮
渚

間
雲
上
石
棲

祇
愁
更
瀬
促

乗
燭
好
同
遊

明
日
帰
帆
し

古
駅
の
芙
蓉

祇
だ
愁
う

更
に
漏
の
促
す
を

間
雲

石
楼
に
上
る

香
水
蓮
渚
に
帰
し

天
気
晩
来
の
秋

鐘
声

潮
落
の
夜

文
学
史
上
、
詩
が

0
愛

客

気

に
い
っ
た
客
。
0
清
狂
世
俗
に
と
ら
わ
れ
ず
放
逸
な
行
い
を
す
る

客
裏
忘
為
客

酒
鯖
に
満
つ

主
人
能
く
継
ぐ
河
南
の
後

好
友
向
来

〇
察
文
敏
察
氏
の
人
で
、
福
州
に
い
た
人
物
だ
が
未
詳
。

天
氣
将
秋
月
似
霜
天
気
将
に
秋
な
ら
ん
と
し
て
月
霜
に
似
た
り

風
声
夜
に
人
り
松
雨
か
と
疑
い

祇
恐
鶏
鳴
天
欲
曙
祇
だ
鶏
の
鳴
き
て
天
の
曙
な
ら
ん
と
欲
す
る
を
恐
れ

寂
蓼
を
嘆
く

高
く
銀
燭
を
焼
き
て
話
り
て
通
宵
す

夏
抄
同
諸
子
雪
堂
夜
飲
得
秋
字

と
も

夏
抄
諸
子
と
同
に
雪
堂
に
夜
飲
し
秋
の
字
を
得
た
り

た

客
裏
客
為
る
を
忘
れ

ふ
く

杯
を
卿
み
て
共
に
侶
酬
す

ち
て
七
陽
を
得
た
る
を
喜
ぶ

相
逢
不
厭
話
清
狂

風
臀
入
夜
松
疑
雨

好
友
向
束
推
二
仲

新
詩
今
復
見
三
唐

主
人
能
継
河
南
後

琴
史
稲
癖
酒
満
崩

も
の
。
0
二
仲

琴
史
蒲
蒲
と
し
て

清
狂
を
話
る

二
仲
を
推
す

新
詩
今
復
た
三
唐
を
見
る

漢
の
隠
士
羊
仲
と
求
仲
の
こ
と
。
0
三
唐

も
っ
と
も
栄
え
た
唐
を
初
唐
・
盛
唐
・
晩
唐
の
三
つ
に
区
分
す
る
こ
と
。
0
河
南

宋
の
手
沫
の
こ
と
。
河
南
の
人
で
、
博
学
で
世
に
河
南
先
生
と
称
せ
ら
れ
た
。

利
程
寵
文
壺
川
尋
牛
田
休
隠
居
韻
（
其
一
）

程
寵
文
の
壺
川
に
牛
田
休
の
隠
居
を
尋
ぬ
る
の
韻
に
和
す
（
其
の

一
）

す
な
わ便

ち
休
み
を
乞
う

相
親
し
み
て
喜
び
有
り

愛
客
棲
前
江
水
涼

愛
客
楼
前
江
水
涼
し

い
と

相
逢
う
て
厭
わ
ず

離
亭
楊
柳
愁
攀
折

離
亭
の
楊
柳

尚
留
む

魂
は
夢
に
中
朝
に
寄
る
を

ょ

愁
い
て
攀
じ
て
折
り

王
孔
錫
．
慮
若
米
と
同
に
夜
程
寵
文
の
雪
堂
に
集
い
、
月
を
話
り
分

琴
書
を
満
載
し
て
故
国
に
旋
る
も

ぉ

早
潮
を
超
う

喜
同
王
孔
錫
慮
若
采
夜
集
程
寵
文
雪
堂
話
月
分
得
七
陽
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〇
忘
機

敷
家
倶
傍
丈
人
幽

聞
看
花
草
記
春
秋

欲
念
を
は
な
れ
て
心
が
さ
っ
ば
り
す
る
。
機
は
心
の
は
た
ら
き
。
李
白

の
〔
下
終
南
山
過
糾
斯
山
人
宿
奥
酒
〕
の
詩
に
「
我
酔
君
亦
楽
、
陶
共
忘
機
」
と

結
屋
深
林
無
暦
日

屋
を
結
ぶ
深
林

し
ず聞

か
に
看
る
花
草
の
春
秋
を
記
す
る
を

此
の
夜
相
逢
う
て
喜
び
更
に
多
し

古
の
覆
河

斎
と
同
に
夜
話
す

暦
日
無
し

冬
秒
程
寵
文
の
雪
堂
に
諾
集
し
、
喜
び
て
方
徳
祖
・
鳳
泰
良
・
察
紹

湊
口
時
揺
落
象
舟
渓
口
時
に
揺
れ
る
落
象
の
舟

門
前
初
種
陶
潜
柳
門
前
初
め
て
種
え
た
り
陶
潜
の
柳

数
家
倶
に
傍
す
丈
人
の
幽

て
、
心
の
純
白
清
潔
な
こ
と
。
0
西
涼
西
域
産
の
酒
の
意
味
に
と
る
。

「涼」

羨
爾
忘
機
押
野
鵡

程
順
則
の
書
斎
の
堂
号
。
0
氷
壺

深
喜
飲
西
涼

深
く
喜
び
て
西
涼
を
飲
む

葡
萄

青
簑
江
上
釣
魚
舟

桂
冠
嘗
日
蹄
来
後

萬
燈
松
聟
一
夜
秋

詳
。
0
桂
冠

石
の
坂
道
の
こ
と
。

同
（
其
二
）

誰
能
馬
上
告
闘
休

雨
媛
曾
因
王
事
白

青
簑
江
上

万
燈
松
声

帰
り
来
た
る
後

程
順
則
と
関
係
の
あ
っ
た
隠
者
だ
が
、
そ
の
人
物
に
つ
い
て
は
未

と
。
後
漢
の
逢
明
が
王
葬
に
仕
え
る
こ
と
を
好
ま
ず
、
か
ん
む
り
を
東
都
の
城
に

同
（
其
の

二
）

長
く
続
く
石
段
。
ま
た
、

誰
か
能
く
馬
上
に
て
帰
休
を
告
げ
ん

な

爾
の
忘
機
し
て
野
鵡
に
押
れ
る
を
羨
む

か
つ

両
翠
曽
て
王
事
に
因
り
て
白
し

あ
る
。
0
丈
人

夜
宴
程
氏
雪
堂

秋
風
一
雪
堂

星
河
高
碧
漢

座
上
氷
壺
潔

城
頭
玉
漏
長

葡
萄
香
未
散

0
程
氏
雪
堂

に
、
す
み
ざ
け
、
う
す
ざ
け
の
意
味
が
あ
る
。
ま
た
、
み
ず
を
加
え
た
酒
゜

冬
抄
諾
集
程
寵
文
雪
堂
喜
同
方
徳
祖
鳳
泰
良
察
紹
齋
夜
話

年
年
下
楊
古
覆
河

此
夜
相
逢
喜
更
多

香
未
だ
散
ぜ
ず

年
年
下
椙
す

氷
を
入
れ
た
玉
の
壺
。
転
じ

城
頭
玉
漏
長
し

座

上
氷

壺
潔

く

掛
け
、
他
地
に
の
が
れ
た
故
事
に
も
と
づ
く。

0
万
砲

楊
柳
帯
青
鱚

楊
柳

青
鱚
を
帯
ぶ

星
河

高
き
碧
漢

か
ん
む
り
を
脱
い
で
柱
な
ど
に
か
け
る
意
で
、
官
職
を
辞
す
る
こ

秋
風

一
雪
堂

〇
牛
田
休

旅
邸
如
年
静

旅
邸
年
の
如
く
静
か
に

一
夜
の
秋

夜
、
程
氏
の
雪
堂
に
宴
す

桂
冠
当
日

釣
魚
の
舟

し
て
い
た
。
0
箔
象
前
出
（
六
一
ペ
ー
ジ
）
の
注
参
照
。

緑

野

堂

前

棲

鳳

竹

緑

野

堂

前

棲

鳳

の

竹

〇
陶
潜
柳
陶
潜
は
自
宅
の
庭
に
五
本
の
柳
を
植
え
て
自
ら
「
五
柳
先
生
」
と
称

客
到
孤
山
鶴
径
幽
客
は
孤
山
に
到
り
て
鶴
径
幽
な
り

老
人
。
老
人
は
杖
を
使
う
か
ら
い
う
。
徳
の
あ
る
長
老
の
尊
称
。
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氷
策
繍
浪
奸

賓
主
東
南
美

霞
杯
傾
琥
珀

賓

主

東

南

の

美

氷
競

霞
杯

琥
珀
を
傾
け

ろ
う
か
ん

ぬ
い

浪
粁
を
繍
と
る

春
星
帝
雪
寒

春
星

火
樹
因
人
暖

雪
の
寒
さ
を
帯
ぶ

火
樹
人
の
暖
か
さ
に
因
り

ず
き
の
数
を
か
ぞ
え
る
数
と
り
。
0
遠
咄

〇
慮
若
采

冬
に
着
る
か
わ
ご
ろ
も
を
重
ね
る
。

0
酒
器

玉
籠
金
管
按
梁
州

玉
篇
金
管

前
出
（
六

中
郎
は
官

酒
を
飲
ん
だ
さ
か

元
夕
、
程
寵
文
の
立
雪
堂
に
宴
集
し
、
分
け
て
歓
の
字
を
得
た
り

安
得
樽
前
紅
雪
在

安
ん
ぞ
樽
前
に
紅
雪
の
在
る
を
得
て

な

梁
州
を
按
で
ん
や

元
夕
宴
集
程
寵
文
立
雪
堂
分
得
歓
字

椅
檻
疑
登
箔
餡
舟
檻
に
椅
れ
ば
落
鑑
の
舟
に
登
れ
る
か
と
疑
う

開
箋
如
劉
中
郎
絹
箋
を
開
け
ば
中
郎
の
絹
に
対
す
る
が
如
く

る
目
つ
き
。
愛
す
る
目
つ
き
。

層
楼
に
映
ず

「
防
」
は
見
る
、
に
ら
む
意
。

「
青
眼
」
と
同
じ
意
に
と
る
。
親
し
い
人
に
対
す

一
帯
江
村
連
遠
軸

一
帯
の
江
村
遠
柚
に
連
な
り

江
蘇
省
の
省
邪
県
に
あ
り
、
漢
の
張
良
が
黄
石
公
に
会
っ
た
と
こ
ろ
。
0
青
吟

事
に
も
と
づ
く
。
0
塊
河
前
出
（
五
六
ペ
ー
ジ
）
の
注
参
照
。
0
下
邪

今
の

春
寒
夜
に
人
り

漢
の
陳
蕃
が
、
群
内
の
高
士
周
摺
の
た
め
に
特
に

―
つ
の
腰
掛
け
を
用
意
し
た
故

元
夕
、
程
寵
文

・
慮
若
采
と
同
に
察
紹
斎
の
江
楼
に
留
飲
す

琉
球
の
人
物
と
思
わ
れ
る
が
未
詳
。

0
下
椙

〇
方
徳
祖

・
鳳
泰
良

両
者
と
も
福
州
の
人
と
思
わ
れ
る
が
未
詳
。
0
察
紹
斎

惑
君
青
吟
愧
如
何

愧
を
如
何
せ
ん

登
有
雄
談
驚
四
座

豊
に
雄
談
の
四
座
を
驚
か
す
こ
と
有
ら
ん
や

せ
い
け
い

君
が
青
跨
に
感
じ
て

草
堂
猶
帯
河
南
雪

狂
士
空
餘
下
郎
波

草
堂
猶
帯
ぶ

狂
士
空
余
す

賓
客
を
迎
え
留
め
る
た
と
え
。
後

河
南
の
雪

か

ひ
下
邪
の
波

肝
謄
故
人
重
握
手
肝
胆
の
故
人

風
流
新
貴
共
高
歌
畔
謬
闘

風
流
の
新
貰

紹
斎
使
を
奉
じ
て

共
に
高
歌
す
問
に
至
り
予
初
め
て
謀
面
す

重
ね
て
手
を
握
り

美
し
い
石
。
美
し
い
文
章
の
た
と
え
。

清
ら
か
な
臥
林
。
0
浪
汗
玉
に
似
た

0
火
樹

「
故
事
成
語
考
』
に
「
火
樹
銀
花
合
、
指

何
れ
の
処
か

歓
に
称
わ
ざ
ら
ん

良
宵

江
天
上
下
看

良
宵
頻
度
曲

何
虜
不
稲
歓

0
立
雪
堂

程
順
則
（
寵
文
）
の
書
斎
の
堂
号
、
た
ん
に
「
雪
堂
」
と
も
い
う
。

灯
火
の
光
の
盛
ん
な
こ
と
。

元
宵
灯
火
之
輝
焼
」
と
あ
る
。
0
氷
策

元
夕
同
程
寵
文
慮
若
采
留
飲
祭
紹
齋
江
棲

春
寒
入
夜
擁
重
裟

野
外
霜
威
折
酒
器

萬
家
燈
火
映
層
棲

詳
。
0
重
袈

野
外
霜
威
＜

万
家
の
灯
火

重
衷
を
擁
す

酒
器
を
折
る

福
州
琉
球
館
に
出
入
り
し
て
い
た
福
州
の
人
物
だ
と
思
わ
れ
る
が
未

遠
く
の
嶺
。
0
中
郎
絹

名
。
役
人
が
書
き
物
に
用
い
る
立
派
な
絹
の
意
に
と
る
。

0
箔
餡

江
天

上
下
を
看
る

わ
た

頻
り
に
度
る
曲
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麗
奪
目
嬉
然
可
愛
不
減
一
捻
紅
惜
営
年
不
生
於
沈
香
亭
畔
百
賓
蘭
中
以
致
名

一
片
青
群
君
故
物

君
の
故
物
な
り

余
下
椙
程
子
雪
堂
其
蒼
頭
従
石
鼓
回
折
山
花
敷
染
挿
謄
瓶
作
清
供
余
見
其
艶

未
登
花
譜
徒
典
腐
草
零
落
於
荒
姻
野
露
間
典
僕
輩
窮
愁
療
倒
無
異
客
窓
劉
此

薄
命
紅
顔
同
蔓
草

誰
憐
空
谷
有
芳
蘭

薄
命
の
紅
顔

も
い
う
。
楊
貴
妃
の
口
紅
に
よ
っ
て
出
来
た
と
い
う
牡
丹
。
0
沈
香
亭

禁
中
に
あ
っ
た
亭
名
。
玄
宗
と
楊
貴
妃
と
が
木
芍
薬
を
賞
し
て
、
李
白
を
召
し
て

詩
を
作
ら
せ
た
。
0
燎
倒

老
衰
し
た
さ
ま
。
お
ち
ぶ
れ
た
さ
ま
。
杜
甫
の
〔
登

唐
代

弔
山
花
有
引

山
花
を
弔
う
引
有
り

種
。
長
頸
大
腹
で
、
胆
を
懸
け
た
形
を
し
た
も
の
。
0
一
捻
紅

0
蒼
頭

し
も
べ
。
め
し
つ
か
い
。
0
石
鼓

鼓
山
の
こ
と
。
0
胆
瓶「

楊
家
紅
」
と

瓶
の

も
と
の
物
。
0
雪
門
立
雪
堂
の
門
。

誰
か
憐
ま
ん

空
谷
芳
蘭
有
る
を

0
青
慨
あ
お
い
色
の
毛
で
お
っ
た
敷
物
。
0
君
故
物
程
順
則
が
使
っ
て
い
た

蔓
草
に
同
じ

梅
花
猶
傍
雪
門
香
梅
花
猶
お
雪
門
の
傍
ら
に
香
る
が
ご
と
し

疑
う
ら
く
は
是
れ
河
南
の
旧
講
堂
か
と

せ
い
せ
ん

一
片
の
青
既

班
妃
執
扇
秋
風
老

蘇
小
香
車
夜
月
寒

蘇
小
の
香
車
夜
月
寒
し

班
妃
の
執
扇
秋
風
に
老
い

覆
川
棲
閣
月
如
霜

疑
是
河
南
藷
講
堂

斜

陽

無

主

鳥

卿

残

斜

陽

主

無

く

瑣

川

の

楼

閣

月

霜

の

如

し

上

苑

幾

時

ぞ

紡
彿
た
り
西
京
の
旧
牡
丹

数
枝
高
く
挿
せ
る
胆
瓶
を
看
る
に

〇
鼈

旗
に
つ
け
る
か
ざ
り
の
毛
。
ま
た
、
そ
れ
を
つ
け
た
旗
゜

江
隈
に
擁
す

題
程
寵
文
立
雪
堂
（
其
一
）

海
東
道
統
接
南
来

羨
爾
家
聟
雪
裏
開

旅
邸
有
人
披
鼈
至

深
深
三
尺
擁
江
隈

同
（
其
二
）

南
来
を
接
す

深
深
た
る
三
尺

同
（
其
の

二
）

爾
の
家
声
雪
裏
開
く
を
羨
む

し
ょ
う

旅
邸
人
有
り
鼈
を
披
き
て
至
る

余
程
子
の
雪
堂
に
下
椙
す
る
に
、
其
の
蒼
頭
石
鼓
従
り
回
る
に
山
花
数
染

を
折
り
て
胆
瓶
に
挿
し
清
供
と
作
す
。
余
其
の
艶
麗
な
る
を
見
て
目
を
奪

に
登
ら
ず
。
徒
ら
に
腐
草
と
荒
煙
野
露
の
間
に
零
落
し
、
僕
輩
の
窮
愁
療

倒
す
る
と
異
な
る
こ
と
無
し
。
客
窓
に
お
い
て
此
に
対
し
、
覚
え
ず
相
視

そ

そ

こ

れ

て
泣
け
り
。
因
り
て
幾
点
の
墨
汁
を
澄
ぎ
花
神
を
呼
び
て
之
を
弔
う
。

敷
枝
高
挿
騰
瓶
看

紡
彿
西
京
藉
牡
丹

上
苑
幾
時
花
落
後

花
落
ち
て
後

鳥
も
卿
み
残
せ
り

海
東
道
統

当
年
沈
香
亭
畔
に
生
ぜ
ざ
れ
ば
、
百
宝
蘭
中
以
て
名
を
致
し
、
未
だ
花
譜

程
寵
文
の
立
雪
堂
に
題
す
（
其
の

一
）

わ
る
。
媛
然
と
し
て
愛
す
可
き
こ
と
一
捻
紅
に
減
ぜ
ず
。
惜
し
む
ら
く
は

楽
曲
の
名
。
も
と
涼
州
に
つ
く
る
。

ペ
ー
ジ
）
の
注
参
照
。
0
紅
雪
桃
の
花
の
形
容
。
0
梁
州
梁
州
曲
の
こ
と
。

不
覺
相
視
而
泣
芙
因
涜
幾
貼
墨
汁
呼
花
神
而
弔
之
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何
以
逢
君
又
別
君
何
を
以
て
か
君
に
逢
い
又
君
と
別
れ
ん

所
信
君
恩
典
臣
節
信
ず
る
所
は

江

棲

夜

夜

共

論

文

江

楼

夜

夜

共

に

文

を

論

ず

水
駅
由
来

送
程
寵
文
饉
中
山
（
其

一
）

迫
追
騨
路
草
含
姻

行
杖
虚
懸
雲
霧
裏

同
（
其
二
）

銭
塘
の
名
妓
の
名
。
0
執
扇

遥
追
た
る
駅
路

高
く
出
ず

言
う
莫
れ

同
（
其
の
二
）

海
邦
蹄
去
祇
看
日

西
南
風
好
浪
無
聟

北
斗
七
星
と
牽
牛
の
こ
と
。

今
古
魂
蛸
唯
有
別

に
で
る
意
に
と
る
。

0
使
星
使
者
の
称
。
錢
起
の
〔
送
客
判
官
入
嶺
〕
の
詩
に

〇
迫
逗

遠
い
さ
ま
。
は
る
か
な
さ
ま
。
0
駿
歌
送
別
の
う
た
。
0
行

杖

旅

漢
の
成
帝
の
宮
女
班
捷
好
の

草
煙
を
含
む

雲
霧
の
裏

「
極
目
煙
霞
外
、
孤
舟

一
使
星
」
と
あ
る
。
0
斗
牛

唐
の
都
長
安
の

海
外
名
山
博
馬
蜘

間
中
孤
剣
老
龍
紋

注
倫
情
似
桃
花
水

李
白
愁
看
日
暮
雲

0
日
暮
雲

も
の
。

0
陽
関
三
唱

曲
」
と
は
、

唐
の
王
維
の

〔送
元
二
使
安
西
〕
詩
の
結
旬
に
「
西
出
陽
関
無
故
人
」

と
あ
る
の
で
言
う
。

同
（
其
三
）

去
年
一
椙
下
江
城

此
日
離
亭
送
汝
行

水
騨
由
来
不
計
程

同
（
其
の
三
）

此
の
日
離
亭
す
汝
の
行
を
送
る

今
古
魂
蛸
す
る
は
唯
だ
別
有
る
の
み

よ
ろ

西
南
風
好
し
く
浪
は
声
無
し

た

海
邦
帰
り
去
れ
ば
祇
だ
日
を
看
ん

程
を
計
ら
ず

君
恩
と
臣
節
な
り

去
年
一
椙
江
城
に
下
し

莫
言
無
涙
落
君
前

涙
君
が
前
に
落
と
す
無
し
と

ら
ん
や

執
手
登
同
兒
女
別
手
を
執
る
と
い
え
ど
も
登
に
児
女
の
別
れ
と
同
じ
か

剣
化
雙
龍
欲
上
天
剣
双
竜
と
化
し
て
天
に
上
ら
ん
と
欲
す

使
星
画
出
斗
牛
邊（

枠
力
）

門
開
五
虎
如
飛
排

門
五
虎
を
開
け
ば
綽
は
飛
ぶ
が
如
く

「
陽
関
曲
」
の
第
四
旬
を
三
回
反
復
し
て
歌
う
。

「
陽
関

使
星

斗
牛
の
辺

時

一
樽

酒

重

与

論
細
文
」
と
あ
る
。
首
聯
の
「
共
論
文
」
も
こ
れ
を
踏
ま
え
た

行
佼

一
曲
騒
歌
唱
可
憐

一
曲
騒
歌

唱
す
れ
ば
憐
れ
む
可
し

ヵ

虚
し
く
懸
く

杜
甫
の
〔
春
日
憶
李
白
〕
詩
に
「
渭
北
春
天
樹

江
東
日
暮
雲

何

李
白
の
〔
贈
注
倫
〕
詩
に
「
桃
花
澤
水
深
千
尺
不
及
汗
倫
送
我
情
」
と
あ
る
。

0
馬
歯

こ
こ
で
は
、
琉
球
に
あ
る
慶
良
間
列
島
の
意
。
0
汗
倫

程
寵
文
の
中
山
に
帰
る
を
送
る
（
其
の

一
）

天
風
乱
剪
鶴
無
群

鶴
の
群
無
か
ら
ん

従
此
陽
闊
三
唱
後

此
れ
よ
り
陽
関
三
唱
の
後

き

天
風
乱
れ
剪
り

ち
わ
。
江
滝
の
詩
に
「
執
扇
如
団
月
」
と
あ
る
。

李
白
愁
い
て
看
る

日
暮
の
雲

こ
と
。
女
流
詩
人
。

0
蘇
小

白
い
練
り
絹
の
う

汗
倫

情
似
た
り

牡
丹
゜

「
引
」
に
あ
る
一
捻
紅
の
こ
と
。

0
班
妃

間
中
の
孤
剣

竜
紋
老
ゆ

桃
花
の
水

高
〕
の
詩
に
「
涼
倒
新
停
濶
酒
杯
」
と
あ
る
。

0
西
京
旧
牡
丹

海
外
の
名
山

馬
歯
を
伝
え

李
白
の
酒
友
。
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好
乗
湊
瀕
出
間
安

飛
帆
斜
捲
千
尋
浪

無
敷
南
船
下
急
淵

飛
帆
斜
め
に
捲
く
千
尋
の
浪

人
と
人
が
別
れ
る
こ
と
。
0
魂
夢
夢
魂
と
同
じ
。
夢
の
中
に
あ
る
た
ま
し
い
。

好
し
く
渓
の
瀕
れ
る
に
乗
じ
て

李
陵
が
作
っ
た
と
い
わ
れ
る
詩
に
「
携
手
上
河
梁
」
と
あ
る

c
0分
手

離

別
。

無
数
の
南
船

杏
溺
淮
涙

一
望
除

東
饉
全
杖
指
南
車

天
上
虚
浮
五
月
槌

嘗
年
風
送
腺
王
閣

同
（
其
五
）

杏
溺
た
る
淮
漠

天
上
虚
し
く
浮
く

当
年
の
風
送
る
膝
王
閣

上
に
仙
人
の
像
を
置
き
そ
の
手
が
常
に
南
を
指
す
よ
う
に
つ
く

っ
た
も
の
。
0
膝

唐
の
膝
王
元
嬰
が
洪
州
の
都
督
の
時
に
建
て
た
。
王
勃
に
序
と
詩
、
王
緒

が
安
全
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
海
を
越
え
て
琉
球
の
家
に
着
く
こ
と
。

同
（
其
の
五
）

急
溜
を
下
る

問
安
を
出
ず

0
風
霜

川
に
架
け
た
橋
。
「
河
梁
之
別
」
は

中
国
古
代
の
羅
針
盤
。
車
の

れ
る
。
早
瀬
。
0
乾
坤

十
載
風
霜
獨
爾
知

河
梁
分
手
使
人
悲

郷
闊
寂
霙
多
魂
夢

好
折
梅
花
寄

一
枝

年
年
の
変
遷
の
こ
と
。
0
河
梁

人
を
送

っ
て
橋
の
上
で
別
れ
る
こ
と
。
漢
の
蘇
武
が
匈
奴
を
去
る
と
き
、
親
友
の

朧
頭
騨
使
如
相
問

瀧
頭
の
駅
使

よ
ろ好

し
く
梅
花
を
折
り
て

郷
関
寂
寛
と
し
て

一
枝
を
寄
せ
ん

如
し
相
問
わ
ば

に
賦
、
王
仲
舒
に
記
が
あ
る
。
0
應
尺
非
常
に
近
い
距
離
。
こ
こ
で
は
、
航
海

海
東
日
出
到
家
時
海
東
日
出
で
ん
家
に
到
る
時

王
閣

棲

上

月

明

談

剣

夜

楼

上

月

明

剣

を

談

ず

る

夜

天
地
凄
涼
有
別
離
天
地
凄
涼
と
し
て
別
離
有
り

〇
除
と
お
い
。
遠
く
離
れ
た
さ
ま
。
0
指
南
車

魂
夢
多
く

閉
尺
知
君
已
到
家
應
尺
君
己
に
家
に
到
れ
る
を
知
る

河
梁
に
分
手
し

人
を
し
て
悲
し
ま
し
む

十
載
風
霜

独
り
爾
を
知
り

海
門
浪
評
白
如
沙
海
門
浪
静
か
に
し
て
白
き
こ
と
沙
の
如
し

同
（
其
六
）

同
（
其
の
六
）

澤

國

稲

開

紅

似

錦

沢

国

楷

開

き

紅

き

こ

と

錦

に

似

て

五
月
の
榜

大
な
な
が
め
。

樽
前
難
盪
雨
人
話
樽
前
尽
く
し
難
し
両
人
の
話

天
と
地
。
大
自
然
。
0
大
観

り
っ
ば
な
な
が
め
。
雄

東

帰

全

て

杖

む

指

南

車

0
南
船
南
方
の
船
。
ま
た
、
南
方
に
行
く
船
。
0
急
消
水
が
は
げ
し
く
な
が

と
お

一
望
除
く

始
識
乾
坤
有
大
観

乾
坤
に
大
観
有
る
を

能
令
萬
里
片
帆
軽

同
（
其
四
）

魚
竜
出
没
し
て
水
中
に
看
ゆ

0
江
城
川
の
ほ
と
り
に
あ
る
町
。
こ
こ
で
は
福
州
を
さ
す
。

島
嶼
蒼
茫
天
際
落
島
嶼
蒼
茫
と
し
て
天
際
に
落
ち

能
く
万
里
を
し
て
片
帆
軽
く
な
ら
し
め
よ

同
（
其
の
四
）

微
雨
陰
添
五
月
寒

魚
龍
出
没
水
中
看

我
曾
投
筆
過
消
海

微
雨
陰
り
を
添
う

我
曽
て
筆
を
投
じ
て
消
海
を
過
ぎ

始
め
て
識
り
ぬ

五
月
の
寒
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る
。

友
情
の
厚
い
た
と
え
。

0
解
衣

れ
な
い
憂
い
を
述
べ
た
も
の
。
0
二
毛

〇
離
騒

髪
散
江
闊
感
―
―
毛

絶
島
姻
消
星
漢
近

好
風
帆
桂
海
天
高

「解
衣
推
食
」
の
こ
と
。
己
の
着
物
を
ぬ
い
で

「
梯
抱
恋
恋
」
は
旧
恩
を
思
う
こ
と
。

他

時

憶

汝

連

床

話

他

時

汝

と

床

を

連

ね

て

話

り

し

を

憶

う

為
椋
箱
中
藷
梯
抱
丘
昇

□

有

為
に
検
す

あ
っ

程
子
予
に

解
衣
の
雅
有
り

箱
中
の
旧
梯
抱

「
楚
辞
」
の
編
名
。
戦
国
時
代
楚
の
国
の
屈
原
の
作
。
王
か
ら
信
頼
さ

ぎ
ぬ
の
綿
入
れ
着
物
。
ど
て
ら
の
類
。

白
髪
ま
じ
り
の
老
人
。
0
梯
抱

人
に
着
せ
、
食
を
す
す
め
る
。
転
じ
て
、
恩
を
施
す
揺
。
ま
た
、
人
を
大
切
に
す

好
風
に
帆
を
桂
け
れ
ば
海
天
高
し

絶
島
煙
に
消
え
て
星
漢
に
近
く

し
た
。

い
、
官
を
や
め
て
呉
に
帰
っ
た
。

0
馬
融

髪
を
江
関
に
散
じ

二
毛
に
感
ず

〇
牙
鍛

情

如

澤

水

深

千

尺

情

は

澤

水

の

如

く

深

さ

千

尺

空
中
楼
閣

程
子
捐
貿
し

棗
梨
に
授

V
余
が
為
に
詩
を
刻
す

沙
泥
に
委
す

同
（
其
七
）

奉
使
曾
推
洛
下
豪

雨
年
相
射
讀
離
騒

両
年
相
対
し
て

同
（
其
の
七
）

か
つ

使
を
奉
じ
て
曽
て
推
す

洛
下
の
豪

離
騒
を
読
む

帳
裏
頻
年
愧
馬
融

漢

邊

萬

里

饉

張

翰

漢

辺

万

里

張

翰

帰

り

仙
舟
旋
桂

一
帆

風

仙

舟

旋

桂

す

一
帆
の
風

達
す
る
ひ
と
。

朧
頭
人
、
江
南
無
所
有
、
聯
附
一
枝
春
」
と
あ
る
。

0
駅
使

に
寄
せ
た
故
事
に
も
と
づ
く
。
陸
凱
の
〔
寄
箔
嘩
〕
詩
に
「
折
梅
逢
駅
使
、
寄
与

落
嘩
と
相
善
く
、
江
南
太
守
で
あ
っ
た
時
、
梅
花
一
枝
と
詩

一
首
を
開
頭
の
落
嘩

〇
朧
頭

役
所
の
文
書
を
伝

「
朧
頭
音
信
」
の
こ
と
。
梅
花
を
添
え
た
書
信
を
い
う
。
呉
の
陸
凱

牙
鍛
猶
挿
講
堂
東

剪
燭
談
経
夜
未
終

吾
道
尚
留
三
尺
雪

日
暖
好
看
蜃
吐
氣

空
中
棲
閣
跨
長
虹

吾
道
尚
留
む

帳
裏
頻
年
馬
融
に
愧
ず

よ
ろ

日
暖
か
に
好
し
く
看
る
蜃

ま
た

長
虹
の
跨
ぐ
を

象
牙
で
作
っ
た
書
籍
の
標
題
の
札
。
分
類
の
見
分
け
に
用
い
る
。
韓
愈

の
〔
送
諸
葛
覚
往
随
州
読
書
〕
詩
に
「
鄭
侯
家
多
書
、
挿
架
三
万
軸、

鍛
、
新
若
手
未
触
」
と
あ
る
。
0
張
翰

同
（
其
九
）

三
尺
の
雪

晋
の
呉
郡
の
人
。
文
を
能
く
し
、
江
東

の
歩
兵
と
い
わ
れ
た
。
秋
風
に
あ
っ
て
故
郷
呉
の
菰
菜

・
専
羹
．
饂
魚
鰭
を
思

な
っ
た
。
広
く
経
学
に
通
じ
、
鄭
玄

．
慮
植
を
は
じ
め
千
人
以
上
の
弟
子
を
養
成

同
（
其
の
九
）

枕
山
詩
草
委
沙
泥

枕
山
詩
草

獨
椋
焚
餘
授
棗
梨
詞
豆
闘

独

焚

余

を

検

し

同
（
其
八
）

同
（
其
の
八
）

が

せ

ん

牙

簸

猶

お

挿

す

き

燭
を
剪
り
て
経
を
談
じ

気
を
吐
き

夜
未
だ
終
わ
ら
ず

後
漢
の
人
。
桓
帝
の
時
南
郡
太
守
と

講
堂
の
東

一
懸
牙
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雖
淡

一
時
帆
上
雨

光
芭
萬
丈
水
中
天

送
爾
登
舟
意
梢
然

光
芭
万
丈
水
中
の
天

帆
上
の
雨

爾
の
登
舟
す
る
を
送
れ
ば

衆

流

蹄

海

望

無

邊

衆

流

海

に

帰

し

望
め
ば
無
辺
な
り

し
ょ
う
ぜ
ん

意

梢

然

た

り

同
（
其
十
）

才
能
を
偉
大
な
杜
甫
に
な
ぞ
ら
え
て
讃
え
て
い
る
。

の
七
賢
に
か
ぞ
え
ら
れ
て
い
る
。

0
湿
西
四
川
省
奉
節
県
に
あ
る
。
杜
甫
が
住

大
宗
の
名
臣
、
房
玄
齢
と
杜
如
晦
の
こ
と
。

0
晋
室
風
流
寄
玩
稽
魏
晋
南
北
朝

木
に
な
つ
め
や
椰
子
の
木
を
使
っ
た
の
で
い
う
。

0
蛋
吟

唐
の

隋
の
学
者
で
、
竜
門

こ
お
ろ
ぎ
の
鳴
く
こ

出
版
す
る
こ
と
。
む
か
し
書
物
を
刻
す
る
版

出
（
五
五
ペ
ー
ジ
）

に
降
り
そ
そ
ぐ
雨
の
意
。

〇
縣
淡

一
時
帆
上
雨

の
注
参
照
。 参

内
し
て
天
子
に
お
目
通
り
す
る
。

0
張

怨

前

貢
物
を
献
上
し
、
文
書
を
上
呈
し
て
、
臣
下
と
し
て
の
礼

ひ
か
り
の
放
射
。

0
楼
船
や
ぐ
ら
の
あ
る
船
。
水
上
戦
に
使

〇
沙
泥

雪
堂
今
好
継
濱
西

一
句
の
意
味
は
、
程
順
則

一
行
の
船
が
出
航
し
た
後

蹄
去
東
漠
詞
賦
重

東
涙
に
帰
り
去
り
て
も

「
賭
淡
」
は
う
す
ぐ
ら
い
意
。

「
帆
上
の
雨
」
は
船
の
帆

玩
稽
に
寄
す

重
ね
て
来
た
る
は
知
る
是
れ
旧
張
祷

王
通
事
業
存
房
杜

晉
室
風
流
寄
玩
稽

王
通
の
事
業

晋
室
の
風
流

雪
堂
今
好
＜
浪
西
を
継
ぐ

す
な
と
ど
ろ
。

0
棗
梨

詞
賦
を
重
ね
ん

え
。
自
作
を
謙
遜
し
て
言
っ
た
も
の
と
解
す
る
。

0
王
通

の
人
。
門
人
が
文
中
子
と
謡
し
た
。
房
玄
齢
ら
に
道
を
授
け
た
。

0
房
杜

の
晋
王
室
は
、
江
南
に
都
を
お
い
た
た
め
、
自
然
の
美
し
さ
を
文
章
や
詩
に
し
た

詩
人
が
輩
出
し
た
。
玩
は
玩
籍
の
こ
と
、
稽
は
稽
康
の
こ
と
で
、
い
ず
れ
も
竹
林

ん
で
い
た
所
で
、
明
の
万
暦
年
間
、
こ
こ
に
草
閣
を
建
て
た
。
程
順
則
の
詩
文
の

同
（
其
の
十
）

蹄
淡
た
る

一
時

重
来
知
是
蕉
張
寮

一
時
的
に
く
も
っ
て
い
た
空
が
、
前
途
の
安
全
を
祈
念
す
る
か
の
よ
う
に
晴
れ
て

き
た
。

0
光
茫

う
船
だ
が
、
琉
球
の
進
貢
船
は
兵
器
を
備
え
て
い
た
の
で
、
こ
こ
で
は
、
進
貢
船

の
意
。

0
猷
雉
簡
書

儀
を
つ
く
す
こ
と
。

0
入
践

房
杜
存
し

猷
雉
簡
書
頻
入
観

頻
り
に
入
観
し

愁
将
耀
唱
補
新
題
愁
い
て
聰
唱
を
将
て
新
題
を
補
う

喜
有
蛋
吟
博
異
日

喜
ぶ
は
蛋
吟
の
異
日
に
伝
わ
る
有
り

棲
船
金
鼓
臨
風
振

雲
漢
施
旗
借
日
懸

楼
船
金
鼓

せ
い
き

雲
漢
施
旗

け

ん

ち

献
雉
簡
書

日
を
借
り
て
懸
＜

風
に
臨
み
て
振
え

-69 -




